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平成２８年度和束町予算特別委員会

○議長（畑 武志君）

皆さん、おはようございます。本日は、予算特別委員会にご参集いただき、ご苦労

さまでございます。

初めての予算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の竹内きみ代委員に臨時委員長をお願いいたします。

委員長と交代いたします。

○臨時委員長（竹内きみ代君）

年長のゆえをもちまして、私が臨時委員長の職務を行います。

ご協力をお願いいたします。

ただいまから、予算特別委員会を開会いたします。

これより、予算特別委員長の選挙を行います。

委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。

これにご異議ありませんか。

異議なしと認めます。

したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。

指名は、私から指名したいと思います。

これにご異議ありませんか。

異議なしと認め、私、竹内きみ代を委員長に指名いたします。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

異議なしと認めます。

したがいまして、私、竹内きみ代が委員長に当選いたしました。

ただいま委員長に当選しました私、竹内きみ代より委員長就任のご挨拶をいたしま

す。
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○１番（竹内きみ代君）

一言ご挨拶を申し上げます。

ただいまは、予算特別委員長という大任を仰せつかることになりました。もとより、

力も経験も不足ではございますが、一生懸命努めさせていただきたいと思いますので、

どうかよろしくお願い申し上げます。

さて、平成２８年度の予算につきましては、国の地方創生の初年度となる本年度予

算でございます。一般会計、また特別会計にも予算がたくさん盛り込まれております。

住民の皆様にとりまして、いい施策になるようにと願うものでございます。

本日、また２日間、大変お世話になりますが、理事者の皆様、また職員の皆様方の

明快なる答弁、そして委員の皆様方にとりましても活発なご意見、さらなる慎重審議

をお願いいたします。

この２日間、大変お世話になりますが、円滑なる議会の運営、そして皆様のさらな

る慎重審議をお願いいたしまして、簡単ではございますが、就任に当たりましてのご

挨拶とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

○委員長（竹内きみ代君）

それでは、副委員長の選挙を行います。

副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。

これにご異議ありませんか。

異議なしと認め、副委員長に井上武津男委員を指名いたします。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

異議なしと認めます。

したがって、井上武津男委員が副委員長に当選されました。

井上武津男委員にこの旨、告知いたします。

これより議事に入ります。
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本委員会に付託された議案第１号から議案第７号まで、平成２８年度和束町一般会

計予算及び和束町各特別会計予算を一括議題といたします。

提案理由については、施政方針を本会議で述べられましたので、副町長及び担当課

長から議案についての説明を求めます。

なお、説明に当たっては、議案書は款のみの数字にとどめ、事項別明細書について

は特に重要なもののみとし、簡単明瞭に願います。

それでは、副町長から順次説明を願います。

○副町長（奥田 右君）

それでは、皆さん、おはようございます。

どうかよろしくお願いいたします。

それでは、私のほうから、平成２８年度当初予算の概要と主要事項説明を申し上げ

ます。

資料Ｎｏ.１をよろしくお願いしたいと思います。

まず、めくっていただきまして、会計別予算の総括を挙げさせていただいておりま

す。

平成２８年度予算額、平成２７年度の予算額、比較増減、増減率、このようになっ

ております。

まず、一般会計。平成２８年度予算額につきましては３３億４,９００万円、平成

２７年度の予算額につきましては３１億５,２００万円、増減で１億９,７００万円と

なっております。伸び率につきましては６.３％と、このようになっております。

特別会計につきましては、２８年度につきましては２３億６,２８６万円、平成２

７年度が１９億７,２７９万円となっております。増減で３億９,００７万円、伸び率

で１９.８％の伸びとなっております。

あと、各特別会計の説明を申し上げます。

湯船財産区につきましては、平成２８年度は８８８万円、増減率で１３７万円、伸
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び率で１８.２％となっております。

国民健康保険特別会計につきましては、事業勘定のほうで９億１,８２０万円、伸

び率につきまして１億９,２４０万円の増となっております。伸び率で２６.５％の伸

びとなっております。

直営診療施設勘定につきましては、１億１,０００万円、増減で２,３８０万円、伸

び率で２７.６％の伸びとなっております。

簡易水道事業特別会計につきましては、４億７,４９４万円、増減率で１億８,４７

４万円、伸び率で６３.７％の伸びとなっております。

下水道事業特別会計でございます。１億９,８８４万円、増減で△３,２０１万円、

伸び率でマイナス１３.９％となっております。

介護保険特別会計でございます。

保険事業勘定のほうで５億８,４３０万円、増減で１,５８０万円、伸び率で２.

８％の伸びとなっております。

サービス勘定のほうでございます。６２０万円、増減で１６７万円、伸び率のほう

で３６.９％となっております。

後期高齢者医療特別会計でございます。２８年度につきましては６,１５０万円、

増減で２３０万円、伸び率で３.９％の伸びとなっております。

総合計です。２８年度当初予算、一般会計・特別会計含めまして５７億１,１８６

万円、増減で５億８,７０７万円、伸び率のほうで１１.５％の伸びとなっております。

一般会計の歳入歳出の内訳でございます。主なもののみ説明させていただきたいと

思います。

まず、１款町税でございます。２８年度につきましては３億７,０５３万３,０００

円となっております。伸びのほうで５８７万６,０００円ということで、１.６％の伸

びを見込んでおります。

続きまして、４款配当割交付金でございます。３８４万２,０００円ということで、



― 5 ―

増で１８２万９,０００円、９０.９％の伸びとなっております。

あと、ちょっと飛ばさせていただきまして、地方交付税でございます。２８年度に

つきましては１５億５,４６４万１,０００円ということで、前年度と比較しまして

３,２７２万８,０００円の伸びとなっております。２.２％でございます。

１４款国庫支出金でございます。２億８,３９８万２,０００円、前年度と比べまし

て△４,５０６万３,０００円、伸び率でいいますと△１３.７％の減となっておりま

す。

あと、２１款町債でございます。５億１,４００万円、前年度と比較しまして１億

６,８７０万円、４８.９％の伸びとなっております。

歳入合計で３３億４,９００万円、伸び率で６.３％、増減で１億９,７００万円の

増となっております。

続きまして、３ページ、歳出でございます。これも主なもののみ説明させていただ

きます。

２款総務費でございます。７億１,７２９万円でございます。前年度と比較しまし

て２億３,１５８万７,０００円ということで、伸び率で４７.７％の伸びとなってお

ります。

続きまして、５款農林業費でございます。９,３６９万５,０００円ということで、

９２４万円、１０.９％の伸びとなっております。

続きまして、６款商工費でございます。２,７５１万６,０００円、△１,１８９万

６,０００円ということで、３０.２％の減となっております。

続きまして、７款土木費でございます。３億２,６２９万１,０００円ということで、

伸び率でいいますと２５.８％の減ということで、１億１,３３３万６,０００円の減

額となっております。

続きまして、８款消防費でございます。３億４８９万６,０００円ということで、

１億２,３７９万１,０００円、６８.４％の伸びとなっております。
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１１款公債費でございます。４億４,９２４万８,０００円、増減で△５,１１５万

１,０００円、１０.２％の減となっております。

歳出合計につきましては歳入合計と同じでございます。

続きまして、性質別歳出でございます。款、区分の主なもののみ説明させていただ

きたいと思います。

まず、人件費でございます。全体で６億２,９８０万６,０００円というこさとで、

増減で△２５５万７,０００円、０.４％の減となっております。

あと、区分の６でございます。普通建設事業費でございます。６億６,５４４万２,

０００円ということで、増減で２億５,６７３万２,０００円、６２.８％の増となっ

ております。

全体で歳出合計で、同じく、先ほど説明しましたけれども、６.３％の伸びとなっ

ております。

あと、５ページにつきましては当初予算の推移ということで、５年間の推移を占め

させていただいております。また、お目通しをいただきたいと思います。

次、１０ページでございます。

六つのプログラムということで予算編成をさせていただいております。それに伴い

まして、主なもののみ説明をさせていただきたいと思います。

まず、和束を担う次世代の人づくりの協働プログラムということで、全体で３億

８,８２６万５,０００円計上させていただいております。

その中の子育て支援のほうで１億９,３２４万３,０００円を計上させていただいて

おります。

主なものとしましては、保育所の運営事業費で１億３６２万１,０００円、また児

童手当の給付事業費で４,２６９万円を計上させていただいております。

次、７ページでございます。

学校教育・社会教育スポーツ・歴史文化のほうで１億８,６０７万１,０００円計上
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させていただいております。

主なものにつきましては、相楽東部広域連合負担金でございます。１億７,９０４

万７,０００円を計上させていただいております。

あと、次に、住民が支えあう安心と信頼の協働プログラム、これにつきましては５

億４,０７８万円計上させていただいております。

その中で人権尊重ということで７,０７７万３,０００円計上しております。

主なものとしましては、人権ふれあいセンター耐震補強・改修工事を今年度予定し

ております。３,１５２万円でございます。

あと、人権ふれあいセンターの運営ということで、これは経常経費でございます。

２,９０９万７,０００円計上させていただいております。

次に、めくっていただきまして、保健・医療の関係でございます。１億２,９７３

万６,０００円計上しております。

主なものとしましては、国民健康保険特別会計事業勘定繰出金でございます。５,

９２６万８,０００円計上させていただいております。

次に、高齢者・障がい者支援のほうでございます。これにつきましては３億１,１

２８万９,０００円計上しております。

主なものにつきましては、障害者自立支援給付事業８,６２１万４,０００円、それ

とあと、介護保険特別会計の保険事業勘定繰出金でございます。８,１５４万６,００

０円計上させていただいております。

それに、後期高齢者医療給付事業５,７７７万２,０００円計上させていただいてお

ります。これが主なものでございます。

次に、９ページのその下でございます。地域福祉のほうで２,７６７万９,０００円

計上しております。

めくっていただきまして、主なものにつきましては、社協職員設置事業費でござい

ます。１,６９９万５,０００円を主なものとして計上させていただいております。
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あと、地域安全のほうにつきましては１３０万３,０００円、これは交通安全対策

事業費でございます。

次に、安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラムでございます。これにつき

ましては、３億２,１２９万３,０００円計上しております。

その中で、道路で１億８,０３２万５,０００円ということで、主なものにつきまし

ては、町道拡幅改良事業で６,３５２万８,０００円計上しております。

あと、町道舗装維持管理事業としまして、各路線の補修工事でございます。

５,９９６万９,０００円計上させていただいております。

これが主なものでございます。

次に、１１ページの公共交通でございます。これにつきましては２,６２６万３,０

００円計上しております。

主なものにつきましては、路線バス対策事業の運営費でございます。２,６１２万

６,０００円計上させていただいております。

その下の住宅関係でございます。１億１,０７０万５,０００円計上させていただい

ております。

主なものにつきましては、公営住宅建替事業でございます。８,７６１万７,０００

円計上しております。これが主なものでございます。

めくっていただきまして、１２ページでございます。

自然を守りともに暮らす協働プログラムでございます。６億４,０７５万７,０００

円計上させていただいております。

その中の防災関係でございます。３億３５７万１,０００円ということで、主なも

のにつきましては、相楽中部消防組合の負担金でございます。１億５,３２８万１,０

００円。

その下の、今年度は庁舎耐震補強工事事業を行います。それに１億３６４万９,０

００円を計上させていただいております。それが主なものでございます。
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あと、その下の上下水道事業でございます。１億７,７２８万３,０００円というこ

とで、主なものにつきましては、下水道事業特別会計繰出金でございます。１億２,

１７４万円を計上させていただいております。

あと、簡易水道特別会計繰出金で５,１５２万円計上させていただいております。

これが主なものでございます。

その下の森林保全・治山・治水のほうで５６６万４,０００円を計上しております。

これにつきましては、例年同じですけれども、松くい虫の防除に１８２万円、森林組

合の補助のほうに１５０万円計上させていただいております。

その下の環境・循環資源・エネルギーのほうで１億５,４２３万９,０００円計上し

ております。主なものにつきましては、じん芥処理費で１億１,４２１万１,０００円

計上させていただいております。これが主なものでございます。

次、めくっていただきましてまして１４ページでございます。

和束のブランドを高める協働プログラムで６,４３６万５,０００円計上しておりま

す。

その中の農林業でございます。２,９７８万３,０００円ということで、主なものに

つきましては、青年就農給付金給付事業でございます、９０１万１,０００円、あと、

共同製茶等省力化推進事業で４８７万９,０００円、中山間地域等直接支払交付金事

業４５５万７,０００円、これが主なものでございます。

１５ページで商工業でございます。１,７１３万９,０００円。

その中の主なものにつきましては、雇用促進事業ということで１,０７７万９,００

０円、商工会の補助５００万円が主なものでございます。

今年特に茶源郷まごころサポート事業補助金で１３６万円、これが新たに入ってお

ります。

その下の交流産業事業で１,３６７万５,０００円。

主なものにつきましては、湯船森林公園管理事業、事業費として５３１万５,００
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０円、これが主なものでございます。

次にめくっていただきまして、１６ページでございます。

新たな産業の創出ということで３７６万８,０００円計上させていただいておりま

す。これは町産品の開発委託事業ということで２２６万８,０００円、これを新たに

組んでおります。これが主な事業でございます。

次に、住民・事業者・行政が共に進める協働プログラムということで、４億４,２

６５万５,０００円計上させていただいております。

まず、住民参加のまちづくりということで１,８５９万７,０００円。

主なものにつきましては、和束町地域力推進協議会負担金で７６３万３,０００円、

また地域おこし協力隊のまちづくり事業ということで７５１万４,０００円、これを

新たに組んでおります。これが主なものの事業でございます。

あと、情報公開のほうで１７ページでございます。１,４５６万４,０００円組んで

おります。

主な事業としましては、茶源郷行政情報配信システム推進事業ということで７９６

万７,０００円組ませていただいております。

また、その下の行財政・地域経営ということで３億８,１００万８,０００円組ませ

ていただいております。

主なものとしましては、２８年度は庁舎改修事業２億５１９万４,０００円組ませ

ていただいております。

それとあと、地方債繰上償還のほうで８,４０６万２,０００円組ませていただいて

おります。これが主な事業でございます。

めくっていただきまして、最後になりますけど、１８ページ、広域行政のほうで

２,８４８万６,０００円ということで、主なものにつきましては、相楽東部広域連合

負担金でございます。１,８７５万６,０００円を組ませていただいております。

以上が、私のほうから、平成２８年度の当初予算の概要と主要事業説明でございま
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す。

この後、各課長のほうから説明いたしますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（竹内きみ代君）

総務課長。

○総務課長（中嶋浩喜君）

おはようございます。

それでは、私からは、議案第１号の平成２８年度和束町一般会計予算と議案第２号

の平成２８年度和束町湯船財産区特別会計予算についてご説明を申し上げます。

まず、議案書のほうをよろしくお願い申し上げます。

議案第１号

平成２８年度和束町一般会計予算

平成２８年度和束町一般会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３３億４,９００万円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」によ

る。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５億円と定める。

（歳出予算の流用）

第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費
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の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

平成２８年３月１１日提出

和束町長 堀 忠 雄

次のページ、第１表 歳入歳出予算でございます。

款と金額の順で朗読申し上げます。

まず、歳入でございます。

１款町税、３億７,０５３万３,０００円。

２款地方譲与税、２,７２１万４,０００円。

３款利子割交付金、１０７万２,０００円。

４款配当割交付金、３８４万２,０００円。

５款株式等譲渡所得割交付金、２７１万３,０００円。

６款地方消費税交付金、７,６３０万１,０００円。

７款ゴルフ場利用税交付金、１,２０４万１,０００円。

８款自動車取得税交付金、６１３万８,０００円。

９款地方特例交付金、６０万６,０００円。

１０款地方交付税、１５億５,４６４万１,０００円。

１１款交通安全対策特別交付金、２０万円。

１２款分担金及び負担金、７,５８９万円。

１３款使用料及び手数料、３,１０３万６,０００円。

１４款国庫支出金、２億８,３９８万２,０００円。

１５款府支出金、１億９,２６６万１,０００円。

１６款財産収入、９６万１,０００円。

１７款寄付金、１,０００円。
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１８款繰入金、１億５,２８５万２,０００円。

１９款繰越金、５００万円。

次のページでございます。

２０款諸収入、３,７３１万６,０００円。

２１款町債、５億１,４００万円。

歳入合計３３億４,９００万円でございます。

続きまして、歳出でございます。

１款議会費、５,２８７万５,０００円。

２款総務費、７億１,７２９万円。

３款民生費、７億５,３１７万７,０００円。

４款衛生費、４億３,１４２万４,０００円。

５款農林業費、９,３６９万５,０００円。

６款商工費、２,７５１万６,０００円。

７款土木費、３億２,６２９万１,０００円。

次のページでございます。

８款消防費、３億４８９万６,０００円。

９款教育費、１億７,９０４万７,０００円。

１０款災害復旧費、８５３万６,０００円。

１１款公債費、４億４,９２４万８,０００円。

１２款諸支出金、５,０００円。

１３款予備費、５００万円。

歳出合計は歳入合計と同額の３３億４,９００万円でございます。

続きまして、第２表の地方債でございます。

起債の目的でございますけれども、路線バス維持管理事業（過疎対策）でございま

す。限度額が２,６１０万円。起債の方法、証書借入又は証券発行。利率は年５.０％
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以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金

について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、償還の方法

につきまして、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはそ

の債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限

を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができるということでござい

ます。

以下、起債の方法、利率、償還の方法は同じでございますので、省略させていただ

きます。

庁舎改修事業で１億５,３８０万円、議会音響設備改修事業で１,７１０万円、人権

ふれあいセンター耐震補強事業で２２０万円、人権ふれあいセンター改修事業で４８

０万円、和束保育園耐震及び改修事業（過疎対策事業）で６４０万円、門前橋整備事

業（過疎対策事業）で８２０万円、同録拡幅改良事業、同じく過疎対策事業で２,２

５０万円、次のページでございます。橋りょう補修事業、同じく過疎対策事業で１,

４５０万円、道路舗装維持管理事業（過疎対策事業）で２,１１０万円、町営住宅建

設事業で４,７８０万円、相楽東部広域連合中学校空調整備事業で過疎対策事業とし

て２,２４０万円、同じく、小学校の空調整備事業（過疎対策事業）で１７０万円、

小型ポンプ付き積載軽自動車購入事業、これは辺地対策でございますけれども、６３

０万円、防災拠点庁舎耐震補強事業で５,４４０万円、災害復旧事業で２４０万円、

臨時財政対策債で１億３０万円でございます。合計で５億１,４００万円となってお

ります。

それでは、予算に関する説明書Ｎｏ.１、和束町一般会計予算の分につきましてご

説明申し上げます。

総括は省略させていただきまして、５ページ以降でございます。

主なもののみということで、まず歳入のほうでございます。

１款町税、１項町民税、１目個人で１億３,７５０万円でございます。
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そのうち１節現年課税分で１億３,４５９万円、内訳として、均等割で５９３万３,

０００、所得割で１億２,８６５万７,０００円となっております。

同款、同項、２目法人で１,５１５万２,０００円でございます。

１節現年課税分でございまして、内訳として、均等割で１,０１５万２,０００円、

法人税割で５００万円を計上しております。

１款町税、２項固定資産税、１目固定資産税で１億８,３１０万２,０００円でござ

います。

主なものとして、１節現年課税分で１億７,９１０万２,０００円でございます。

その内訳で、土地分で５,２８３万４,０００円、家屋分で７,２８０万８,０００円、

償却資産分で５,３４６万円を計上しております。

１款町税、３項軽自動車税、１目軽自動車税で１,５８１万円でございます。

１節現年課税分で１,５５１万円を計上しております。

１款町税、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税で１,８８７万９,０００円で

ございます。

２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税で１,９２６万９,

０００円を計上しております。

次のページ、７ページ、８ページをよろしくお願い申し上げます。

６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金で７,６３

０万１,０００円を計上しております。

７款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付

金で１,２０４万１,０００円を計上しております。

１０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税で１５億５,４６４万１,００

０円。

内訳といたしまして、普通交付税で１４億１,４５３万円、特別交付税で１億４,０

１１万１,０００円を計上しております。
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１２款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金で６,０３０万５,０００

円でございます。

１節総務管理費負担金でございまして、そのうち相楽東部広域連合職員の人件費負

担金で５,５６９万２,０００円を見込んでおります。

同款、同項、２目民生費負担金で１,４９１万円、２節児童福祉費負担金でござい

まして、保育料で１,２４８万円を計上しております。

次のページをよろしくお願い申し上げます。

１３款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料で１,１０４万４,０００円

でございます。

そのうち２節住宅使用料で８５７万円でございます。そのうち町営住宅使用料で７

６０万円を計上しております。

１３款使用料及び手数料、２項手数料、３目衛生手数料で１,１４１万５,０００円

でございます。

２節清掃手数料として１,１２０万３,０００円、し尿券売捌き手数料として計上し

ております。

次のページをお願い申し上げます。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金で８,０８３万円でご

ざいます。

１節社会福祉費負担金で５,１７５万円、そのうち障害者自立支援給付費負担金で

４,３３４万円を計上しております。

５４節児童手当国庫負担金で２,９０６万円を計上しております。

１４款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金で１,２００万円。

そのうちの１節社会福祉費補助金で６０５万円でございます。臨時福祉給付事業と

して、合計で４６５万円を計上しております。

２節児童福祉費補助金で５９５万円、そのうち子ども・子育て支援交付金で４０５
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万円を見込んでおります。

同款、同項、４目土木費国庫補助金で１億５,１３５万１,０００円でございます。

そのうち２節住宅費補助金で３,９７４万６,０００円、これは社会資本整備総合交

付金でございます。

３節道路橋りょう費補助金で１億１,１６０万５,０００円、そのうち橋りょう長寿

命化修繕計画補助金分として２,４７０万円、社会資本総合整備交付金で８,６９０万

５,０００円となっております。

同款、同項、６目消防費国庫補助金で３,０６５万８,０００円でございます。

住宅・建築物安全ストック形成事業ということで、耐震分の補助金でございます。

１５款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金で６,６６２万６,０００円。

そのうち１節社会福祉費負担金で４,６２８万円でございます。その中で国保基盤

安定負担金で２,３８０万円。

次のページでございます。

障害者自立支援給付費負担金で２,１６７万円を計上しております。

また、３節老人福祉費負担金で１,３６０万６,０００円、これにつきましては、後

期高齢者医療保険基盤安定負担金の拠出金でございます。その拠出金として１,３６

０万１,０００円を計上しております。

１５款府支出金、２項府補助金、１目総務費府補助金で１,０８６万１,０００円で

ございます。

１節総務管理費補助金で１,０８１万４,０００円、市町村未来づくり交付金関係の

合計で４７２万５,０００円、市町村体制づくり支援交付金分として６０８万９,００

０円を計上しております。

同款、同項、２目民生費府補助金で５,９７３万１,０００円でございます。

１節社会福祉費補助金で４,７１６万６,０００円、そのうち老人医療給付で６４０

万円、福祉医療の障害者分で５３７万７,０００円、隣保館運営等事業補助金で６６
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８万６,０００円を見込んでおります。

次のページでございます。

２節児童福祉費補助金で１,２５６万５,０００円でございます。その中で市町村未

来づくり交付金の保育園バスの運行で２９９万５,０００円、子ども・子育て支援交

付金で４０５万円を見込んでおります。

同款、同項、４目農林業費府補助金で２,８４０万５,０００円でございます。

そのうち１節農業費補助金で２,５４９万８,０００円、その中で中山間地域等直接

支払交付金事業補助金で３３１万７,０００円、共同製茶等省力化推進事業補助金で

４４３万５,０００円でございます。それと、青年就農給付金として９００万円を見

込んでおります。

次のページをお願い申し上げます。

１５款府支出金、３項委託金、１目総務費委託金で１,２１４万５,０００円でござ

います。

１節徴税費委託金で５１９万円、これは個人府民税取扱費委託金でございます。

それと、３節選挙費委託金で６５８万１,０００円、これにつきましては、参議院

議員選挙の委託金でございます。

おめくりいただきまして、１９ページ、２０ページでございます。

１８款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金で５,６９２万円。

それと、同款、同項、２目減債基金繰入金で８,４０６万２,０００円を計上してお

ります。

おめくりいただきまして、２０款諸収入、４項雑入、１目雑入で３,３２１万３,０

００円。

２節雑入として２,７０６万３,０００円を見込んでおります。そのうちゴミ袋代で

４４０万円、京都府市町村振興協会市町村等交付金で５４７万７,０００円、雇用促

進協議会事務費負担金で１,０７７万９,０００円を計上しております。
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次のページをお願い申し上げます。

２１款町債、１項町債、１目総務債で１億９,７００万円でございます。

１節総務管理債でございまして、過疎対策事業債の路線バス維持管理分で２,６１

０万円、一般単独事業債の庁舎改修事業で１億５,３８０万円、同じ、一般単独事業

で議会の音響設備の改修で１,７１０万円を上げております。

同款、同項、２目民生債で１,３４０万円でございます。

１節社会福祉債で７００万円、人権ふれあいセンターの耐震及び一般改修分でござ

います。

２節児童福祉債で６４０万円、保育園の耐震及び改修事業分でございます。

同款、同項、４目土木債で１億１,６１０万円でございます。

そのうち１節道路橋りょう債として６,８３０万円、全て過疎対策事業債というこ

とで、門前橋整備で８２０万円、道路拡幅改良事業で２,４５０万円、橋梁補修で１,

４５０万円、舗装維持管理で２,１１０万円となっております。

３節住宅債で４,７８０万円、公営住宅建設事業債でございます。

同款、同項、５目教育債で２,４１０万円でございます。

１節教育総務債でございまして、中学校の空調で２,２４０万円、小学校の空調で

１７０万円、過疎対策事業でございます。

同款、同項、６目消防債で６,０７０万円でございます。

１節消防債ということで、辺地対策事業の小型ポンプつきの自動車の購入で６３０

万円、これにつきましては、湯船分団への配置を考えております。

あと、公共等事業債ということで、防災拠点庁舎の耐震補強事業で５,４４０万円

でございます。

同款、同項、８目臨時財政対策債で１億３０万円でございます。

以上が歳入の内訳でございます。

２５ページから歳出となります。
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まず、１款議会費、１項議会費、１目議会費で５,２８７万５,０００円でございま

す。

主なものは、人件費でございます。

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございますけれども、主なものに

つきましては、人件費と、おめくりいただきまして、２８ページの１１節需用費で

１,１７７万８,０００円を計上しております。光熱水費で７６４万６,０００円とな

っております。

それと、次のページでございます。

１３節委託料として４,３２３万５,０００円を計上しております。工事施工監理委

託料、これは庁舎の一般改修分でございます。これが５１９万４,０００円でござい

ます。あと、例規集の編集委託料で６６４万２,０００円、電算ネットワーク保守委

託で６４８万５,０００円、電算システムサポート委託料で７７８万６,０００円でご

ざいます。あと、電算の関係でございますけれども、仮想化基盤更新業務委託料で５

６７万４,０００円を上げておるところでございます。

次、３１ページ、３２ページでございます。

１５節工事請負費でございまして、２億２,４９２万９,０００円でございます。そ

のうち庁舎の改修工事で２億円、あと、議会の音響設備の改修で２,２９２万９,００

０円を見込んでおります。

１８節備品購入費でございます。１,２８３万円、そのうち総合行政情報ネットワ

ーク機器として９３０万８,０００円を計上しております。

それと、１９節負担金補助及び交付金で２,１９２万２,０００円でございます。主

なものとして、相楽東部広域連合負担金で１,８５９万９,０００円を計上しておりま

す。

同款、同項、２目企画費でございます。１,９７７万５,０００円を計上しておりま

す。
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７節賃金で３９８万４,０００円でございます。これにつきましては、地域おこし

協力隊の賃金ということで、３名分を計上しておるというところです。

次のページをお願い申し上げます。

１９節負担金補助及び交付金で９００万６,０００円でございます。そのうち和束

町地域力推進協議会の負担金として７６３万３,０００円を計上しております。

同款、同項、３目文書広報費でございます。１,４５６万４,０００円でございます。

主なものは、人件費と１３節委託料で３１６万２,０００円、これの内訳につきま

しては、次ページ、３５ページ、３６ページでございまして、茶源郷行政情報配信機

器の設定等の業務委託料で１９０万８,０００円でございます。

あと、１４節使用料及び賃借料で２９２万２,０００円、これにつきましては茶源

郷行政情報配信システムのサーバーの使用料でございます。

同款、同項、４目活性化対策費で１,２９５万１,０００円でございます。

主なものにつきましては、１１節需用費で４４８万円、そのうち光熱水費で３８８

万６,０００円。

１３節委託料で７３７万７,０００円でございます。運動公園の美化事業の委託料

で４００万円、町産品の開発委託料で２２６万８,０００円を計上しております。

次、３７ページ、３８ページでございます。

同款、同項、７目財産管理費で９８１万５,０００円を計上しております。

主なものにつきましては、１３節委託料で５４６万１,０００円、そのうち公共施

設等総合管理計画作成業務委託料で５１９万５,０００円を計上しております。

おめくりいただきまして、３９ページ、４０ページでございます。

同款、同項、１２目交通対策費で２,６４３万８,０００円を計上しております。

主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金で２,６２６万３,０００円、

路線バスの運行維持補助金で２,６１２万６,０００円を計上しておるというところで

ございます。
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２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費でございます。

主なものは、人件費と１９節負担金補助及び交付金で５２８万７,０００円でござ

います。そのうち京都地方税機構負担金分として５１６万４,０００円を計上してお

ります。

おめくりいただきまして、２款総務費、３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費

につきまして、主なものにつきましては、人件費でございます。

おめくりいただきまして、４３ページ、４４ページでございます。

２款総務費、４項選挙費、５目参議院議員選挙費で６５９万８,０００円を見込ん

でおります。

今年度７月で任期満了を迎える参議院議員選挙の執行経費でございます。

同款、同項、５４目湯船財産区管理会の選挙費で１００万円でございます。

湯船財産区管理会の委員につきましても１０月に任期満了を迎えるということで、

それに係る選挙の経費でございます。

次、飛ばさせていただきまして、４７ページ、４８ページをよろしくお願い申し上

げます。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございます。

主なものにつきましては、人件費と次のページをお願い申し上げます。１３節委託

料で５９４万２,０００円、そのうち地域福祉計画策定委託料で２２８万４,０００円

を計上しております。

それと、１９節負担金補助及び交付金で２,４４５万５,０００円、そのうち社協職

員の設置補助金で１,６９９万５,０００円を計上しておるというところでございます。

次のページでございます。

同款、同項、２目国民年金事務費については８４３万１,０００円。

主なものは人件費でございます。

続きまして、同款、同項、３目老人福祉費で１億９,２４９万８,０００円を計上し
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ておるというところでございます。

主なものは１９節負担金補助及び交付金で６,３４４万３,０００円、そのうち後期

高齢者療養給付費負担金で５,７７７万２,０００円、山城病院組合介護老人保健施設

事業分として４３７万９,０００円。

２０節扶助費で１,１４７万３,０００円でございます。そのうち老人医療で９６０

万円。

２８節繰出金で１億８７７万円でございます。介護保険事業勘定繰出金で８,１５

０万６,０００円、介護保険サービス勘定繰出金で３６２万円、後期高齢者医療特別

会計繰出金で２,３６４万４,０００円となっております。

○委員長（竹内きみ代君）

説明の途中ですが、ただいまから午前１０時４５分まで休憩いたします。

休憩（午前１０時３２分～午前１０時４５分）

○委員長（竹内きみ代君）

休憩前に引き続き、会議を続けます。

総務課長。

○総務課長（中嶋浩喜君）

それでは、引き続きご説明申し上げます。

５５ページ、５６ページでございます。

３款民生費、１項社会福祉費、６目人権ふれあいセンター費で６,０６１万７,００

０円でございます。

主なものは、人件費でございます。

それと、次のページでございます。１５節工事請負費で２,９４５万円、人権ふれ

あいセンターの耐震補強で９３１万円、人権ふれあいセンターの一般改修工事で２,

０１４万円を計上しております。

おめくりいただきまして、５９ページ、６０ページでございます。
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３款民生費、１項社会福祉費、１２目居宅支援費でございます。１,１７６万３,０

００円、これにつきましては、人件費が主なものでございます。

次のページでございます。

３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で７,２７７万２,０００円でご

ざいます。

主なものは、人件費と２０節扶助費５,５４４万円、そのうちの児童手当で４,２５

４万円でございます。残りが福祉医療関係となっております。

次のページでございます。

同款、同項、３目保育所費で１億１,００６万４,０００円でございます。

主なものは、人件費と１１節需用費１,５１５万２,０００円、そのうちの賄い材料

費として８３２万７,０００円を計上しております。

それと、１３節委託料で８４６万円、これにつきましては、和束保育園耐震補強及

び改修工事設計業務委託料として６４４万３,０００円を計上しております。

ちょっと飛ばさせていただきまして、６７ページ、６８ページをよろしくお願いし

ます。

同款、同項、６目子育て支援事業費ということで１,５９９万４,０００円でござい

ます。

主なものは、人件費となっております。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費で６,３２１万２,０００円。

主なものは、人件費と次のページでございます。１９節負担金補助及び交付金で

３,５０７万４,０００円。そのうちの山城病院組合への負担金として３,３０７万９,

０００円を計上しております。

それと、２８節繰出金で１,８００万円、これは国保の直診勘定への繰出金でござ

います。

同款、同項、２目予防費で１,９３８万９,０００円でございます。
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主なものが１３節委託料で１,７１７万７,０００円、がん検診等の委託料で７８０

万円、予防接種等の委託料で９３６万７,０００円を計上しております。

次のページでございます。

同款、同項、４目環境衛生費でございます。１億７,５７１万円。

主なものにつきましては、２８節繰出金で１億７,３２６万円を計上しております。

そのうち下水道事業特別会計への繰出金で１億２,１７４万円、簡易水道事業特別会

計繰出金で５,１５２万円を計上しております。

同款、同項、５目共同浴場費で１,２９４万６,０００円でございます。

主なものは、７節賃金４７３万４,０００円、それと１１節需用費として７５０万

５,０００円でございます。燃料費で３３２万５,０００円、光熱水費で３６３万円を

計上しております。

次のページでございます。

４款衛生費、２項清掃費、１目じん芥処理費で１億１,４２１万１,０００円を計上

しております。

そのうち１９節負担金補助及び交付金で１億１,２５５万９,０００円を計上してお

ります。

これにつきましては、相楽東部広域連合への負担金となっております。

同款、同項、２目し尿処理費で４,２４４万１,０００円でございます。

１９節負担金補助及び交付金で４,２１８万円、そのうち相楽郡広域事務組合への

分担金が２,６９９万円、同じく、広域事務組合への負担金のし尿券分として１,１２

０万３,０００円を計上しております。

次のページでございます、７５ページ、７６ページ。

５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費で３,７４５万９,０００円でございま

す。

これにつきましては、人件費が主なものでございます。
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同款、同項、３目農業振興費で１,８５４万６,０００円でございます。

１９節負担金補助及び交付金で１,７０８万３,０００円計上しておるところでござ

います。

内訳といたしまして、次のページでございます。

中山間地域等直接支払補助金で４４２万４,０００円、青年就農給付金給付事業負

担金で９００万円を計上しております。

同款、同項、４目茶業振興費で１,３０７万９,０００円でございます。

主なものが、１９節負担金補助及び交付金で１,２５６万９,０００円、そのうち出

品茶推進委員会補助金で２００万円、共同製茶等省力化推進事業補助金で４８７万

９,０００円、宇治茶生産景観継承支援事業補助金で２２５万円を計上しております。

次のページでございます。

５款農林業費、２項林業費、１目林業総務費で７６４万７,０００円を計上してお

ります。

主なものは、人件費でございます。

同款、同項、２目林業振興費で１,０７５万１,０００円を計上しております。

そのうち１３節委託料で８５９万１,０００円を計上しております。

その内訳につきましては、次のページでございます。

松くい虫防除委託料で１８２万円、松くい虫の防除委託料で１８２万円、有害鳥獣

の捕獲委託で１０７万円、湯船森林公園使用料等の徴収事務業務の委託料で１５０万

円、マウンテンバイクコースメンテナンス委託料で１１３万２,０００円となってお

ります。

６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で１,９１７万円でございます。

そのうち１９節負担金補助及び交付金で１,９０６万円を計上しております。

内訳といたしまして、商工会への助成金が５００万円、和束町雇用促進協議会の事

務費の負担金で１,０７７万９,０００円、あと、茶源郷まごころサポート事業補助金
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ということで、買い物支援に係る商工会への補助金で１３６万円を計上しております。

同款、同項、２目観光費で８３４万６,０００円でございます。

主なものが、１３節委託料で６３６万４,０００円でございます。

内訳といたしまして、観光振興事業委託料で４６４万円、マウンテンバイクの推進

事業委託料で１７２万４,０００円となっております。

次のページでございます。

７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で４,２５８万８,０００円でござい

ます。

主なものは、人件費でございます。

次のページをお願い申し上げます。

７款土木費、２項道路橋りょう費、３目道路新設改良費で１億８,０１２万５,００

０円でございます。

主なものといたしまして、１３節委託料で３,５０８万円でございます。そのうち

橋りょう点検調査業務委託料で２,７００万円、橋梁補修設計業務委託料で７００万

円でございます。

それと、１５節工事請負費として１億２,９７０万円でございます。主な工事につ

きましては、町道舗装工事、山口線の改良拡幅工事等でございます。

２２節補償補填及び賠償金につきましては１,４００万円でございます。これにつ

きましては、門前橋、あと山口線の改良拡幅に係ります水道、関電、ＮＴＴへの補償

というものでございます。

次のページをお願い申し上げます。

７款土木費、５項住宅費、１目住宅管理費でございます。１,０１４万２,０００円。

これにつきまして主なものは、人件費でございます。

同款、同項、２目住宅建替事業費で８,７６１万７,０００円でございます。

１５節工事請負費として７,９２１万５,０００円、これにつきましては、第３中西
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団地の建てかえ分でございます。

２２節補償補填及び賠償金で４００万円を計上しております。

次のページをお願い申し上げます。

８款消防費、１項消防費、１目常備消防費で１億５,３２９万１,０００円でござい

ます。

そのうち１９節負担金補助及び交付金で１億５,３２８万１,０００円、相楽中部消

防組合への負担金でございます。

同款、同項、２目非常備消防費で３,２２９万７,０００円でございます。

主なものが１節報酬で５２４万６,０００円、そのうち消防団員の報酬が５２０万

円。

８節報償費ということで６０８万８,０００円。その内訳として、退職報償金で５

９５万円を計上しております。

それと、１８節備品購入費で６６８万４,０００円でございます。小型動力ポンプ

付き積載車の分について６３４万９,０００円。先ほど申し上げましたように、湯船

分団への配備を考えておるというところでございます。

それと、１９節負担金補助及び交付金で８６２万５,０００円、公務災害補償等共

済掛金が５８４万円、消防団運営経費補助金で２６２万６,０００円となっておりま

す。

次のページをよろしくお願い申し上げます。

同款、同項、５目災害対策費で１億１,４５９万９,０００円を計上しております。

主なものが、１３節委託料で１,１２６万１,０００円、そのうち庁舎の耐震工事設

計監理委託料で３６４万９,０００円、あと、防災行政無線の保守委託料７５０万６,

０００円でございます。

それと、１５節工事請負費で１億円。これにつきましては、庁舎の耐震補強工事分

でございます。
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９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費で１億７,９０４万７,０００円で

ございます。

１９節負担金補助及び交付金ということで、相楽東部広域連合への負担金でござい

ます。

次のページをお願い申し上げます。

１１款公債費、１項公債費、１目元金で４億１,７４０万１,０００円でございます。

２３節償還金利子及び割引料でございまして、町債の償還元金で３億３,３３３万

９,０００円、繰上償還の元金で８,４０６万２,０００円を計上しております。

同款、同項、２目利子として３,１８４万７,０００円でございます。

２３節償還金利子及び割引料として、町債の償還利子が３,０８４万７,０００円、

一時借入金の利子として１００万円を計上しております。

以上が、事項別明細のご説明でございます。

次のページ以降、給与費の明細をつけさせていただいております。お目通しいただ

きたいと思います。

それと、９８ページでございます。

債務負担行為で、平成２９年度以降にわたるものについての平成２７年度末までの

支出額、または支出額の見込み及び平成２８年度以降の支出予定額等に関する調書で

ございます。

事項といたしまして、戸籍電子化業務委託ということで６,１３０万６,０００円の

限度額でございます。

２７年度末までの支出見込額でございますけれども、期間が平成２５年度から平成

２７年度までで１,２３４万円でございます。平成２８年度以降の支出予定額でござ

いますけれども、期間として、平成２８年度から平成３１年度まで４,８９６万６,０

００円となっております。それの財源内訳につきましては、全額一般財源となってお

ります。
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最終のページ、９９ページをお願い申し上げます。

町債の平成２６年度末における現在高並びに平成２７年度末及び平成２８年度末に

おける現在高の見込みに関する調書でございます。

区分といたしまして、１の普通債で平成２６年度末現在高が１８億７,８７９万５,

０００円、２７年度末現在高見込額が２１億３,５３６万２,０００円でございます。

２８年度中の増減の見込みでございますけれども、２８年度中の起債見込額が４億

１,１３０万円、償還見込額につきまして２億４,４２７万８,０００円でございます。

２８年度末現在高見込額で２３億２３８万４,０００円となっております。

区分の２といたしまして、災害復旧債でございます。２６年度末現在高が１億２,

００７万７,０００円、２７年度末現在高見込額が１億１,９７２万５,０００円、２

８年度中の起債が２４０万円、２８年度中の償還が９８７万９,０００円、２８年度

末現在高見込額が１億１,２２４万６,０００円となっております。

その他、減税補てん債、臨時税収補てん債、臨時財政対策債等でございますけれど

も、２６年度末現在高が１４億６,７９８万２,０００円、２７年度末現在高見込額が

１３億８,４８５万３,０００円、２８年度中の起債額が１億３０万円、償還額が１億

６,３２４万４,０００円、２８年度末現在高見込額が１３億２,１９０万９,０００円

となっております。

合計といたしまして、２６年度末現在高が３４億６,６８５万４,０００円、２７年

度末現在高見込額が３６億３,９９４万円、２８年度中の見込みとして起債の見込み

が５億１,４００万円、償還の見込みが４億１,７４０万１,０００円、２８年度末現

在高見込額が３７億３,６５３万９,０００円となっております。

以上が、一般会計に係る議案のご説明でございます。

引き続きまして、議案第２号でございます。議案書のほうをよろしくお願いします。

議案第２号

平成２８年度和束町湯船財産区特別会計予算
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平成２８年度和束町湯船財産区特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８８８万円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。

平成２８年３月１１日提出

和束町長 堀 忠 雄

次のページ、第１表の歳入歳出予算でございます。

まず、歳入でございます。

１款財産収入、１万９,０００円。

３款繰入金、７８１万１,０００円。

４款繰越金、５０万円。

５款諸収入、５５万円。

歳入合計、８８８万円でございます。

歳出でございます。

１款管理会費、８７万２,０００円。

２款総務費、７８０万８,０００円。

４款予備費、２０万円。

歳出合計は、同額の８８８万円でございます。

資料Ｎｏ.２、和束町湯船財産区特別会計予算の予算に関する説明書をお願い申し

上げます。

総括は省略させていただきまして、５ページ、６ページでございます。

２の歳入でございます。

３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金で７８１万１,０００円。

４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で５０万円。
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５款諸収入、２項雑入、１雑入で５４万９,０００円となっております。

７ページ、８ページが歳出でございます。

１款管理会費、１項管理会費、１目管理会費で８７万２,０００円でございます。

１節報酬として４５万６,０００円、管理会委員の報酬でございます。

２款総務費、１項総務管理費、１目委員会管理費で５７６万５,０００円でござい

ます。

主なものは、人件費でございます。

同款、同項、２目財産管理費で１０４万３,０００円でございます。

そのうち７節賃金で３７万５,０００円、山林の保育賃金でございます。

１３節委託料で４０万９,０００円、山林保育の委託料でございます。

それと、同款、同項、３節諸費として１００万円でございます。

２８款繰出金で１００万円、これにつきましては、湯船財産区管理会委員選挙の繰

出金分でございます。

１１ページ以降に給与費の明細をつけさせていただいております。また、お目通し

いただきたいと思います。

私からのご説明は以上でございます。

あとの特別会計につきましては、各所管課長からご説明申し上げますので、よろし

くお願い申し上げます。

○委員長（竹内きみ代君）

税住民課長。

○税住民課長（中嶋 修君）

それでは、私からは、議案第３号の説明を申し上げます。

議案第３号

平成２８年度和束町国民健康保険特別会計予算

平成２８年度和束町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。
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（歳入歳出予算）

第１条 事業勘定の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ９億１,８２０万円、直

営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、１億１,０００万円と定める。

２ 事業勘定及び直営診療勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金

額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、事業勘定及び直営診療施設勘定それぞれ５,０００万円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用

平成２８年３月１１日提出

和束町長 堀 忠 雄

次のページをお願いします。

それでは、第１表 歳入歳出予算の歳入から読み上げさせていただきます。

１款国民健康保険税、１億４,９７８万３,０００円。

２款使用料及び手数料、１０万円。

３款国庫支出金、１億９,０７９万１,０００円。

４款療養給付費交付金、８２０万１,０００円。

５款前期高齢者交付金、２億４,５６４万７,０００円。

６款府支出金、６,１３５万１,０００円。

７款共同事業交付金、２億２９５万２,０００円。

８款財産収入、２,０００円。
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９款繰入金、５,９２６万８,０００円。

１０款繰越金、１,０００円。

１１款諸収入、１０万４,０００円。

歳入合計は９億１,８２０万円でございます。

続きまして、次のページ、２．歳出でございます。

１款総務費、３１５万２,０００円。

２款保険給付費、５億７,３１９万円。

３款後期高齢者支援金等、９,２１３万７,０００円。

４款前期高齢者給付金等、９万円。

５款老人保健拠出金、７,０００円。

６款介護納付金、３,７７６万２,０００円。

７款共同事業拠出金、１億９,２２７万８,０００円。

８款保健施設費、１,０１３万１,０００円。

９款公債費、４０５万円。

１０款諸支出金、４０万３,０００円。

１１款予備費、５００万円。

歳出合計、９億１,８２０万円でございます。

続きまして、予算に関する資料の資料Ｎｏ.３により説明させていただきます。

５ページ、６ページをお願いしたいと思います。

まず、２．歳入について、主なもののみ説明させていただきます。

１款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、１

億４,４２１万６,０００円です。

内容といたしましては、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金のそれぞ

れの現年課税分と滞納繰越分でございます。

２目退職被保険者等国民健康保険税５５６万７,０００円。
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この内容につきましても、医療給付費と後期高齢者支援分、介護納付金分の現年課

税分と滞納繰越分でございます。

続きまして、３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金１億３,

４５０万１,０００円。

内訳といたしましては、療養給付分で９,３００万円、介護納付金負担金で１,２０

０万円、後期高齢者医療費支援金負担金で２,９５０万円となっております。

同款、同項の２目高額療養費共同事業負担金６２９万円、それと、４目特定健康診

査等負担金１００万円でございます。

続きまして、同款、２項国庫補助金、１目財政調整交付金で４,９００万円を計上

しております。

４款療養給付費交付金、１項療養給付費交付金、１目療養給付費交付金が８２０万

１,０００円でございます。

続きまして、７ページ、８ページをお願いします。

５款前期高齢者交付金、１項前期高齢者交付金、１目前期高齢者交付金で２億４,

５６４万７,０００円を計上しております。

６款府支出金、１項府負担金、１目高額医療費共同事業負担金６２９万円でござい

ます。

これにつきましては、現年度分となります。

同じく、２目特定健康診査等負担金１００万円。

６款府支出金、２項府補助金、２目財政調整交付金で５,４０６万１,０００円の計

上でございます。

７款共同事業交付金、１項共同事業交付金、１目共同事業交付金３,９００万２,０

００円の計上でございます。

これにつきましては、高額医療費の共同事業の拠出金でございます。

続いて、３目保険財政共同安定化事業交付金１億６,３９５万円の計上でございま
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す。

続きまして、９款繰入金、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金４,０９

２万８,０００円、それと４目財政安定化支援事業繰入金１,１８０万円の計上でござ

います。

以上が、歳入の主な内容となります。

続いて、１１、１２ページをお願いします。

３．歳出。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１２７万９,０００円。

主な内容といたしましては、役務費で国保の共同電算処理手数料として７３万２,

０００円と１３節委託料、国保事務に係るパソコン保守料２１万６,０００円となっ

ております。

同款、同項、２目連合会負担金１１１万１,０００円。

これにつきましては、国保連合会保険者ネットワークシステム機器費でございます。

それと、国保連合会の負担金４８万１,０００円となっております。

続いて、１３、１４ページをお願いします。

２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費４億７,９１９万円、

同じく、２目退職被保険者等療養給付費１,５００万円、３目一般被保険者療養給付

費４２２万円を計上しています。

続きまして、同款、２項高額療養費、１目一般管理費高額療養費６,３１７万６,０

００円、それと２目退職被保険者等高額療養費で５３５万円の計上をしております。

同款、４項葬祭諸費、１目葬祭費で５０万円を計上しております。

続きまして、１５、１６ページをお願いします。

２款保険給付費、６項出産育児諸費でございます。１目出産育児一時金として３３

６万円の計上です。

それと、３款後期高齢者支援金等、１項後期高齢者支援金等、１目後期高齢者支援
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金で９,２１２万７,０００円を計上しております。

６款介護納付金、１項介護納付金、１目介護納付金で３,７７６万２,０００円の計

上でございます。

続きまして、１７、１８ページをお願いします。

７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目高額療養費共同事業医療費拠出金

２,５１６万１,０００円を計上しております。

５目保険財政共同安定化事業の拠出金１億６,７０８万８,０００円の計上でござい

ます。

それと、８款保健施設費、１項保健施設費、１目疾病予防費として５７９万４,０

００円を計上しております。

主な内容といたしましては、１３節委託料、人間ドック検査委託料でございます。

それと、８款保健施設費、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費

４３３万７,０００円を計上しております。

これにつきましては、１３節委託料、特定健診の委託料でございます。

次のページをお願いします。

１１款予備費、１項予備費、１１目予備費として５００万円の計上でございます。

以上が、歳出の主な内容でございます。

それと、最後のページに町債の平成２６年度末における現在高並びに平成２７年度

末及び平成２８年度末における現在高の見込みに関する調書をつけさせていただいて

おります。

区分といたしましては、国民健康保険広域化等支援事業、平成２６年度末の現在高

が１,６００万円、平成２７年度末現在高見込額が１,２００万円、平成２８年度中上

限見込みですけども、平成２８年度中の起債見込額はゼロでございます。また、償還

見込額につきましては４００万円、平成２８年度末の現在高見込額は８００万円とな

っております。
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以上が、２８年度の国民健康保険予算の概要でございます。

なお、国民健康保険特別会計の直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長よ

り説明させていただきます。

よろしくお願いします。

○委員長（竹内きみ代君）

国民健康保険診療所事務長。

○診療所事務長（久保順一君）

それでは、私のほうからは、議案第３号、平成２８年度の和束町国民健康保険特別

会計予算（直営診療施設勘定）につきましてご説明申し上げます。

なお、議案の内容につきましては、さきに税住民課長が説明されましたので、省略

させていただきます。

議案書の３枚目でございます。よろしくお願いします。

第１表 歳入歳出予算。

１．歳入。

款、金額の順に朗読させていただきます。

１款診療収入、８,３２０万円。

２款使用料及び手数料、３９万２,０００円。

５款繰越金、３０万円。

６款繰入金、１,８００万円。

７款財産収入、１,０００円。

８款諸収入、８１０万７,０００円。

歳入合計、１億１,０００万円。

２．歳出でございます。

１款総務費、６,３１８万１,０００円。

２款医業費、４,６６０万６,０００円。
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３款公債費、１万３,０００円。

５款予備費、２０万円。

歳出合計は歳入合計と同額でございます。

続きまして、予算に関する説明書について、Ｎｏ.３の直営診療所の関係でござい

ます。

５ページ、６ページをよろしくお願いします。

主なもののみ説明させていただきます。

２．歳入。

１款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入１,９８０万円です。

２目社会保険診療収入につきましては８４０万円、４目一部負担金収入１,１６０

万円、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入につきましては４,０８０万円でござい

ます。

続きまして、６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金としまして

１,８００万円を計上させていただいております。

それと、８款諸収入、２項受託収入、１目検診等受託収入でございます。７８５万

円計上させていただいております。

歳入については、主なものは以上です。

歳出につきまして、次のページでございます。７ページ、８ページでございます。

３．歳出。

１款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費６,２９７万４,０００円。

主なものとしましては、人件費等、そして需用費、１３節委託料でございます。３

９７万１,０００円、このうちの診療所医師派遣業務委託料としまして２０８万８,０

００円。これにつきましては、京都山城総合医療センターからの医師派遣の費用とし

て計上させていただいております。

めくっていただきまして、２款医業費、１項医業費、２目医療用消耗器材費、これ
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につきましては１４節使用料及び賃借料としまして４７０万６,０００円ということ

で計上させていただいています。

それと、３目医薬品衛生材料費、これはら３,７３０万円、医薬品の材料費でござ

います。

以上が、歳出でございます。

１１から１３ページにつきましては、職員の給与費明細等載せておりますので、後

ほどお目通しのほどよろしくお願い申し上げます。

以上で説明を終わらせていただきます。

○委員長（竹内きみ代君）

説明の途中ですが、ただいまから１時３０分まで休憩します。

休憩（午前１１時３０分～午後１時３０分）

○委員長（竹内きみ代君）

休憩前に引き続き説明を続けます。

建設事業課長。

○建設事業課長（東本繁和君）

それでは、私からは、議案第４号及び第５号の説明を申し上げます。

まず、議案第４号でございます。

議案第４号

平成２８年度和束町簡易水道事業特別会計予算

平成２８年度和束町簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億７,４９４万円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（地方債）
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第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」に

よる。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５,０００万円と定める。

平成２８年３月１１日提出

和束町長 堀 忠 雄

１枚めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算。

歳入でございます。

款、金額でございます。

１款使用料及び手数料、７,８４９万５,０００円。

２款分担金及び負担金、１,１２１万８,０００円。

３款国庫支出金、１億１１０万円。

５款繰入金、５,１５２万円。

６款繰越金、１００万円。

７款諸収入、２００万７,０００円。

８款町債、２億２,９６０万円。

歳入合計、４億７,４９４万円。

次に、右側でございます。

２．歳出。

１款総務費、５,０３５万２,０００円。

２款施設費、３億３,７９１万６,０００円。

３款公債費、８,６１７万２,０００円。

４款予備費、５０万円。
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歳出合計は、歳入合計と同額でございます。

１枚めくっていただきまして、第２表 地方債でございます。

起債の目的は水道施設整備事業、限度額は２億２,９６０万円、起債の方法は証書

借入又は証券発行。利率は年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資

金及び地方公共団体金融機構資金等について、利率の見直しを行った後においては、

当該見直し後の利率）。償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀

行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により

据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができ

る。

次に、資料Ｎｏ.４、予算に関する説明書でご説明いたします。

総括につきましては先ほどご説明いたしましたので、省略させていただきまして、

５ページをお開きください。

２．歳入。

１款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料７,８４３万９,０００円。

１節ですが、現年度分が７,７４３万９,０００円、２節で過年度分が１００万円で

ございます。

次に、２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設費分担金１,１２１万８,００

０円。

１節施設費分担金でございます。この中で工事費分担金現年度分が１,０５０万円

含まれております。

３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目施設費国庫補助金１億１１０万円。

これは１節で生活基盤施設耐震化等交付金を国のほうから受けることになっており

ます。

次に、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金５,１５２万円でご

ざいます。
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７款諸収入、２項雑入、１目雑入２００万５,０００円。

これは１節雑入で消費税の還付金を２００万円見込んでおります。

次、めくっていただきまして、８款町債、１項町債、１目施設債２億２,９６０万

円。

１節施設債でございます。水道施設整備事業債でございます。

１枚めくっていただきまして、３．歳出でございます。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費５,０３５万２,０００円。

主に人件費ですが、１１節需用費で１,６８１万３,０００円。内訳といたしまして

は、光熱水費が６１８万５,０００円、修繕費が８２４万５,０００円、滅菌等の医薬

材料費が１７７万円でございます。

それから、１２節役務費が４６６万３,０００円、通信運搬費ということで１４４

万６,０００円でございます。また、水道施設の保険料が２６７万８,０００円です。

１３節委託料で８５４万９,０００円。主なものといたしましては、水質検査委託

料が２４９万４,０００円、水道検針業務委託料が９０万６,０００円、水道メーター

の交換業務委託ということで、計量法によるところの交換業務の委託料は１５１万

４,０００円でございます。

次めくっていただきまして、２款施設費、１項施設費、１目施設費で３億３,７９

１万６,０００円でございます。

１３節委託料で３,６２０万円、これは統合簡易水道整備工事設計委託料でござい

ます。

次に、１５節工事請負費、これが３億１５０万円で、町道山口線拡幅改良工事に伴

う水道管布設替工事が６５０万円、町営住宅建替工事に伴う水道布設替工事が４００

万円、統合簡易水道整備工事で２億９,１００万円でございます。

３款公債費、１項公債費、１目元金ということで６,４６２万５,０００円。

これは２３節償還金利子及び割引料でございます。その中で償還金分でございます。
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２目利子２,１５４万７,０００円。

これは２３節償還金利子及び割引料の２,１５４万７,０００円、利子及び割引料で

２,１４４万７,０００円でございます。

１３ページから１５ページは給与に関する内容でございますので、後ほどお目通し

おきください。

１６ページをお開きください。

町債の平成２６年度末における現在高並びに平成２７年度末及び平成２８年度末に

おける現在高の見込みに関する調書でございます。

区分、簡易水道整備事業債、平成２６年度末現在高が１１億９,９９６万６,０００

円、平成２７年度末現在高見込額が１１億８,０４８万２,０００円、平成２８年度中

増減見込みといたしまして、起債見込額が２億２,９６０万円、元金償還見込額が６,

４６２万５,０００円、それと、平成２８年度末現在高見込額が１３億４,５４５万

７,０００円でございます。

以上でございます。

次に、議案書の第５号でございます。

議案第５号

平成２８年度和束町下水道事業特別会計予算

平成２８年度和束町下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億９,８８４万円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」に
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よる。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５,０００万円と定める。

平成２８年３月１１日提出

和束町長 堀 忠 雄

めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算。

１、歳入でございます。

１款分担金及び負担金、１１０万円。

２款使用料及び手数料、２,８８９万７,０００円。

５款繰入金、１億２,１７４万円。

６款繰越金、２００万円。

７款諸収入、８０万３,０００円。

８款町債、４,４３０万円。

歳入合計は、１億９,８８４万円でございます。

次に、歳出でございます。

１款総務費、１,４７６万５,０００円。

２款管理費、３,１２３万７,０００円。

４款公債費、１億５,２３３万８,０００円。

５款予備費、５０万円。

歳出合計は、歳入合計と同額でございます。

１枚めくっていただきまして、第２表 地方債。

起債の目的、下水道事業。限度額、４,４３０万円。起債の方法、証書借入又は証

券発行。利率、年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方

公共団体金融機構資金等について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し
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後の利率）。償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の

場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により、据置期間

及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができるという

ことでございます。

次に、資料Ｎｏ.５、予算に関する説明書をお願いいたします。

総括につきましては、先ほどご説明いたしておりますので、省略させていただきま

して、５ページをお願いいたします。

歳入でございます。

１款分担金及び負担金、１項分担金、１目下水道分担金１１０万円。

２節公共汚水ます等設置分担金ということで新規分等をみております。１００万円

でございます。

それから、２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料２,８８３万６,

０００円。

１節下水道使用料現年度分が２,８６３万６,０００円、２節下水道使用料過年度分

で２０万円でございます。

次に、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金１億２,１７４万円。

１節で一般会計からの繰入金でございます。

次に、めくっていただきまして７ページ、８款町債、１項町債、１目下水道事業債

で４,４３０万円。

１節特定環境保全公共下水道事業債でございます。

次、めくっていただきまして、３．歳出でございます。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１,４７６万５,０００円。

主に人件費でございます。

２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費２,５７０万６,０００で、１１節

需用費で４７２万２,０００円、光熱水費が３６７万２,０００円、修繕費が１００万
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円、それから１３節委託料２,０７０万８,０００円、処理場の運転管理等委託料が

１,４５８万円、汚泥処理運搬委託料が５６１万８,０００円でございます。

次に、２目管渠管理費５５３万１,０００円、１１節需用費で２８８万６,０００円、

光熱水費が２３２万円でございます。

次に、めくっていただきまして、４款公債費、１項公債費、１目元金で１億１,６

３６万３,０００円。

２３節償還金利子及び割引料でございます。

次に、２目利子３,５９７万５,０００円、２３節償還金利子及び割引料で３,５９

７万５,０００円、利子及び割引料でございます。

次に、１３ページから１５ページは給与に関する内容でございますので、後ほどお

目通しください。

１６ページをお開きください。

町債の平成２６年度末における現在高並びに平成２７年度末及び平成２８年度末に

おける現在高の見込みに関する調書でございます。

区分、下水道事業債。平成２６年度末現在高が２１億２,５２５万４,０００円、平

成２７年度末の現在高見込額が２０億１,８５２万３,０００円、２８年度中の増減見

込といたしまして起債見込額が４,４３０万円、元金償還見込額が１億１,６３６万

３,０００円、平成２８年度現在高見込額が１９億４,６４６万円でございます。

以上でございます。ご承認よろしくお願いします。

○委員長（竹内きみ代君）

福祉課長。

○福祉課長（岡田博之君）

続きまして、私のほうからは、議案第６号、和束町介護保険特別会計予算について

説明申し上げます。

議案書のほうをお願いいたします。
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議案第６号

平成２８年度和束町介護保険特別会計予算

平成２８年度和束町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億８,４３０

万円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６２０

万円と定める。

２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は「第２表債務負担行為」による。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による保険事業勘定の一時借入金

の借入れの最高額は、６,０００万円と定める。

（歳出予算の流用）

第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。

平成２８年３月１１日提出

和束町長 堀 忠 雄

１枚めくっていただきまして、まず保険事業勘定の第１表 歳入歳出予算でござい

ます。

款、金額の順に説明申し上げます。
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歳入。

１款保険料、１億１,１４５万円。

２款使用料及び手数料、１,０００円。

３款国庫支出金、１億４,３７１万３,０００円。

４款支払基金交付金、１億５,６３２万８,０００円。

５款府支出金、８,８２９万４,０００円。

６款財産収入、１,０００円。

７款繰入金、８,４５０万７,０００円。

８款諸収入、５,０００円。

９款繰越金、１,０００円。

歳入合計５億８,４３０万円でございます。

右のページ、歳出でございます。

１款総務費、８６５万円。

２款保険給付費、５億５,４１２万４,０００円。

４款地域支援事業費、２,０６２万５,０００円。

５款基金積立金、１,０００円。

６款公債費、５万１,０００円。

７款諸支出金、７２万円。

８款予備費、１２万９,０００円。

歳出合計、歳入合計と同額の５億８,４３０万円でございます。

１枚めくっていただきまして、続きまして、サービス事業勘定の歳入歳出予算でご

ざいます。

歳入。

１款サービス収入、２５８万円。

２款繰入金、３６２万円。
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歳入合計６２０万円。

続きまして、歳出でございます。

１款総務費、５４０万９,０００円。

２款事業費、６９万７,０００円。

３款予備費、９万４,０００円。

歳出合計につきましても、歳入合計と同額の６２０万円でございます。

１枚めくっていただきましてまして、第２表 債務負担行為でございます。

事項、期間、限度額の順に説明申し上げます。

介護保険事業計画策定委託、期間につきましては平成２８年度から平成２９年度ま

で、限度額２８０万円でございます。

続きまして、予算に関する説明書Ｎｏ.６、平成２８年度和束町介護保険特別会計

予算（保険事業勘定）のほうを説明させていただきます。

なお、主な事項について説明させていただきたいと思います。

総括につきましては省略させていただきまして、５ページ、６ページをお開きいた

だきたいと思います。

歳入。

１款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料１億１,１４５万円。

１節現年度分特別徴収保険料が１億５０８万２,０００円、２節現年度分普通徴収

保険料が６１１万８,０００円でございます。

２款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料は１,０００円でございます。

３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金９,６４２万２,０００円。

１節現年度分９,６４２万２,０００円でございます。

３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金４,００２万４,０００円。

これにつきましても、１節現年度分調整交付金でございます。

４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金１億５,４８１
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万４,０００円。

１節現年度分介護給付費交付金でございます。

５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金８,４６７万２,０００円。

１節現年度分介護給付費負担金でございます。

めくっていただきまして、７ページ、８ページをごらんいただきたいと思います。

７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入６,９１１万２,０００円。

主なものとしまして、１節介護給付費繰入金６,９１１万２,０００円でございます。

４目その他一般会計費繰入金８７７万２,０００円。

１節事務費等繰入金でございます。

めくっていただきまして、続きまして、９ページ、１０ページ。

歳出でございます。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３６９万２,０００円でございます。

主なものとしまして、１３節委託料、第８次高齢者保健福祉計画及び第７期介護保

険料計画策定に係ります委託料として２００万円計上させていただいております。

１款総務費、３項介護認定審査会費、１目認定調査等費２５８万４,０００円でご

ざいます。

主なものとしましては、１２節役務費、手数料で認定調査支払手数料が１５４万

５,０００円でございます。

２目認定審査会委託負担金２１２万円。

これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金、介護認定審査会に係る負担金

２１２万円でございます。

めくっていただきまして、１１ページ、１２ページでございます。

２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費１億８,

２９０万円。

１９節負担金補助及び交付金としまして、居宅介護サービス給付費に係る負担金で
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ございます。

５目施設介護サービス給付費２億６,６００万円。

１９節負担金補助及び交付金、施設介護サービス給付費に係る負担金２億６,６０

０万円でございます。

９目居宅介護サービス計画給付費１,８００万円。

１９節負担金補助及び交付金、居宅介護サービス給付費負担金でございます。

めくっていただきまして、２款保険給付費、２項介護予防サービス等諸経費、１目

介護予防サービス給付費２,０００万円。

１９節負担金補助及び交付金、介護予防給付費負担金でございます。

７目介護予防サービス計画給付費２４０万円。

１９節負担金補助及び交付金、介護予防サービス計画給付費負担金でございます。

めくっていただきまして、１５ページ、１６ページ。

２款保険給付費、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費１,３４５

万円。

１９節負担金補助及び交付金、高額介護サービス給付費負担金でございます。

２款保険給付費、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス

費４,４６０万円。

１９節負担金補助及び交付金で、施設入所されている方々の居住費、食費に係る軽

減の公費負担分の負担金でございます。

めくっていただきまして、１７ページ、１８ページ。

４款地域支援事業費、１項介護予防事業費、１目二次予防事業費２６８万４,００

０円。

これにつきましては、１３節委託料、ころばん塾に係ります委託料２４３万９,０

００円が主なものでございます。

２目一次予防事業費２７７万３,０００円。
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これにつきましても、１３節委託料、同じく一次予防のころばん塾に係ります委託

料が２６４万３,０００円でございます。

４款地域支援事業費、２項包括的支援事業・任意事業費、１目介護予防ケアマネジ

メント事業費４６５万３,０００円でございます。

主なものとしましては、職員人件費でございます。

２目総合相談事業費７２４万５,０００円。

主なものとしましては、７節賃金、臨時職員賃金２名分の６２６万６,０００円で

ございます。

めくっていただきまして、１９ページ、２０ページでございます。

４款地域支援事業費、２項包括的支援事業・任意事業費、７目生活支援体制整備事

業費２４０万円。

１３節委託料、生活支援コーディネータ配置に係る委託料でございます。２４０万

円です。以上、２３ページから２５ページにつきましては、給与費明細を載せさせて

いただいています。後ほどお目通しいただきたいと思います。

続きまして、和束町介護保険特別会計予算（介護サービス事業勘定）に係る説明を

させていただきます。

同じく、予算に関する説明書Ｎｏ.６、介護サービス事業勘定をお願いいたします。

総括につきましては省略させていただきまして、５ページ、６ページをお願いいた

します。

歳入。

１款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入２５８

万円。

１節居宅支援サービス計画費収入２５８万円でございます。

１款繰入金、２項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金３６２万円。

１節一般会計繰入金でございます。
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めくっていただきまして、７ページ、８ページ。

歳出でございます。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費５４０万９,０００円。

主なものとしまして、職員人件費でございます。

２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費６９万７,０００

円。

１３節委託料、介護予防計画委託料６９万７,０００円でございます。

９ページから１１ページ。

同じく、給与費明細を載せさせてもらっておりますので、後ほどお目通しいただき

たいと思います。

よろしくお願いいたします。

○委員長（竹内きみ代君）

税住民課長。

○税住民課長（中嶋 修君）

引き続いて、議案第７号の説明を申し上げます。

議案第７号

平成２８年度和束町後期高齢者医療特別会計予算

平成２８年度和束町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６,１５０万円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。

平成２８年３月１１日提出

和束町長 堀 忠 雄

次のページをお願いします。
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第１表 歳入歳出予算でございます。

１の歳入からお願いします。

１．歳入。

１款保険料、３,５３６万１,０００円。

２款使用料及び手数料、１万円。

３款繰入金、２,３６４万４,０００円。

４款繰越金、１４万８,０００円。

５款諸収入、２３３万７,０００円。

歳入合計につきましては、６,１５０万円となっております。

続きまして、右のページ、２．歳出をお願いします。

１款総務費、５９万７,０００円。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、５,６０９万６,０００円。

３款保健事業費、４４２万７,０００円。

４款諸支出金、２０万１,０００円。

５款予備費、１７万９,０００円。

歳出合計は、歳入合計と同額でございます。

続きまして予算に関する説明書のＮｏ.７、お願いいたしたいと思います。

総括につきましては、同じ内容でございますので、割愛させていただきます。

５ページ、６ページをお願いします。

まず、２．歳入でございます。

主なもののみ説明させていただきます。

１款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料２,１８６万１,００

０円。

これにつきましては、現年度分の特別徴収保険料でございます。

２目普通徴収保険料１,３５０万円。
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これにつきましても、現年度分の普通徴収の保険料でございます。

続きまして、３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金２,３６４万

４,０００円。

これにつきましては、保健基盤の安定繰入金でございます。

それと、５款諸収入、４項雑入、３目雑入２１１万５,０００円となっております。

続きまして、次のページの歳出をお願いします。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で４３万１,０００円となっており

ます。

それと、２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、

１目後期高齢者医療広域連合納付金５,６０９万６,０００円となっております。

３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費でございます。４４２

万７,０００円の計上でございます。

主な内容といたしましては、人間ドック特定健診の委託料として４１６万７,００

０円を計上しているところでございます。

以上が、平成２８年度後期高齢者医療特別会計の予算の説明でございます。

よろしくお願いします。

○委員長（竹内きみ代君）

以上で、各課長による平成２８年度予算についての説明が終わりました。

これから質疑を行います。

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

平成２８年度の予算といいますのは、この間、町長等も言われてますように、いわ

ゆる地方創生の本格的な指導ということであるとか、あとまた、第４次総合計画後期

基本計画の初年度であるということの中での２８年度の予算だというふうに思います。

そこで、この間、提案されておりました第４次総合計画の後期基本計画のいろいろ
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と施策の見直し等もあったわけですけれども、いろんな施策の結果として、５年後の

人口というものを、将来人口が４,３００人というふうに決められまして、そのうち

３００人はいわゆるずっと住んではいないけれども、たまに住んでいるといったら変

ですけども、第２定住人口ということで３００人というのをカウントされているとい

うふうにこの間、説明を受けました。

そこでちょっとお聞きしたいんですけども、この５年間の施策の中でそういう目標

を立てられたわけですが、まず平成２８年度の当初の現時点の数としてですね、出発

点の人口が何人というふうに位置づけられているのか、それから、今回新しく定義づ

けられました第２定住人口というものが３００人カウントされているわけですけども、

現在の今の時点でこの第２定住人口というのは何人おられるのか、どこが出発点にな

っているのかということをちょっと説明いただきたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

地方創生担当課長。

○地方創生担当課長（草水清美君）

済みません、ただいまのご質問の件でございます。人口のカウントの件についての

ご質問であったかと思います。

和束町の人口ビジョンということで、今後の将来の人口が推移しているわけでござ

いますが、平成２７年の人口は既に４,１９０人ということで見込んでおります。平

成２７年の国勢調査の人口では３,９５６人ということで既に下回っているわけでご

ざいますが、この計画時点におきましては、人口がまだ推計速報値が出ておりません

でしたので、スタート時点から既に差の開きが出ているということでは承知している

ところでございます。

しかしながら、今後ですね、これ以上の約４,０００人としておりますので、４,０

００人の定住をということで目標に掲げているということと、もう１点は、３００人

のカウントでございます。非常にこの３００人のカウントにつきましては、どういっ
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た内容でカウントするかというのが非常に今後の課題でもございますが、一応、今の

ところ、現時点で考えておりますのは、第２居住という位置づけで、中期的、定期的、

反復的という形で考えております。

中期的と申しますのは、１年のうち１カ月から３カ月程度のある程度の期間滞在さ

れる人口を中期的と。こちらにつきましては、和束町で昨年、体験交流センターのほ

うで援農という形でも入ってこられておりますので、平成２７年度につきましては１

８名の方が入っておられます。それをベースにしていきたいと考えております。

また、定期的、反復的という二地域居住の考え方でございますが、毎月３日以上で、

年間を通すと１カ月以上の期間は滞在する場合でありましたり、また１カ月に満たな

い場合でありましても、継続して和束町に体験してもらうという、そういうある一定

の期間に長く及ぶという部分を反復的な人口としてとらえるということで今後予定し

ております。

そうしたところですね、和束町の戦略の中で、農山漁村の体験事業というのが位置

づけられております。この事業と、また就労ということで期間も定めた、先ほどの援

農の就労の期間、またサテライトオフィスですね、戦略のほうに掲げておりますが、

その人口でありましたり、また、地域おこし協力隊、２８年度からスタートするわけ

でございますが、一定基準を定めた中で２７年度からスタートという戦略でございま

すので、スタート時点の今、申し上げる数字としましては、援農の人数が１８人が定

まっているという、それでしかお答えすることができません。２７年度の内容につき

ましては、ことしの６月をめどにですね、決算が終わりましたら集約させていただき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

今のお話でありますと、全体の人口でいえば約４,２００人というところですけど
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も、それからあと、いわゆる第２定住人口というのは、現段階でいえば、２７年度に

受け入れた援農者が１８人おられたというのが一つの目安にはなりますけども、この

第２定住人口というのが３００人というふうに今回組み入れられているわけですけど

も、今の話でありますと、第４次総合計画のつくられた今の現時点でいいますと、第

２定住人口の定義も曖昧ですし、３００人というのが今現時点でいいますと大変根拠

のない数になっているというように言わざるを得ないと思うんですけども、その辺は

そういうことでよろしいですか。

○委員長（竹内きみ代君）

地方創生担当課長。

○地方創生担当課長（草水清美君）

ただいまのご質問でございますが、４,３００人と申しますのは、和束町の第４次

総合計画、５年前に策定した段階の４,３００人でございました。その時点では定住

人口ということで位置づけしていたんですけれども、今の現状を受けまして４,３０

０人という定住というのは非常に難しいと。しかし、今現時点の計画を考えた場合、

この４,３００人を維持するというのは非常に困難であるといった議論の中で、４,０

００人に下げてしまおうかという話も、一応、有識者会議にも出ましたが、それより

も、やはり５年前に第４次総合計画を策定した中で４,３００人、これを５,０００人

であっても構わない。計画に基づいてまちづくりを進めるという中で下げることは、

まちづくりに反するという、そういう意見が多く出ましたもので、４,３００人にし

たという経過がございます。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

もちろん人口をふやしたいということは私も思っておりますし、結果としてそうな
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るようなまちづくりをしていきたいという思いはありますけども、ただ、やはり何で

もそうですけども、現実から出発しないと、まちづくりだけじゃないですけどね、い

ろんなものも含めて、なかなかちゃんとした目標になっていかないという願望という

んですか、いわゆるさっき言われたように、下げることはまちづくりを後退方向なん

だみたいなね、だから下げることはまかりならんみたいな変な決めつけというか、言

うたら、願望ですよね。願望が出発点だと正しい目標になっていかないし、正しい施

策になっていかないというのは大変、今、思ったんですね、今の話を聞いていて。

私が聞いているのは、３００人という今回の第２定住人口というものを今回つくら

れたと、基礎概念として。それはこの間の説明では、例えば土日に来られる方とか、

そういったことが言われましたけども、さっき言われたような一定の方向性はあると

いうことですけども、ただ、やはり今、計画として３００人というのは立てているけ

れども、今の現時点でいえば、根拠がない数字になっているということでよろしいで

すかというふうに聞いたんですね。それはだから根拠がないということだと思うんで

すよ。町長、それでよろしいですか。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

ことしから２８年度実質創生戦略が始まります。その創生していこうという戦略の

もとは、人口ビジョンがもとになっております。和束町も人口のあり方をどうしてい

こうかという計画を挙げてきております。この人口については先ほども話があります

が、いろんな有識者とかいろんな立場の人に議論をいただきながらやっております。

和束町のまちそのものは、いわゆる近畿のど真ん中、また学術研究都市、また滋賀

県は非常に工場が多いわけなんですが、そのまちに接してきております。将来、犬打

峠のトンネル化というのを挙げております。そして、これは宇治田原に工業団地もあ

りますが、城陽市と井手町の境界に工業団地もできます。新名神が走ります。そうし
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たときのまちづくりをどうしていくべきかということを抑えていかないと、先ほど根

拠のないというやなしに、ある程度根拠を持って示していかないと、まちづくりが、

いろんな整備をしていくときにいわゆる基準が立たなくなるわけなんです。

和束町の今の基盤整備、水道もそうなんですけど、下水道もそうなんです。これか

ら、その管一つの直径を決めるのも人口ビジョンに立って決めていく場合があります。

そういったハードもありますが、ソフトでもご存じのように、和束町はお茶を基幹

産業としております。この産業は高齢化してきているのも事実です。そして、後継者

対策を立てているのも事実です。しかし、今、言われましたように、援農の力をかり

るというのも今日的課題として事実です。こういう施策を和束町はとっております。

そういう施策をとりやすいビジョンなり考え方をとりました。

今、交流人口とか、そして定住じゃないけども、こうして中期的、また短期的とか

繰り返し、こうして入ってきていただく人口も和束町の人口としてカウントすること

によって、そして援農対策とか、そういったソフト事業についても、いわゆる和束町

の施策として充実させていこうと、こういう方向があります。

今回、皆さんの中でも、条例改正をお願いしておりますのは、体験交流センター一

つとっても、そういった方に入ってもらえるような施策になってきております。そう

した施策に補助金とか入れていこうとすれば、こういうビジョンを持っていかないと

なかなか補助金対象にもならない、こういう思いをありながら、和束町の方向を示し

ております。

今、こういう人口の扱い方を示しているのは、全部の自治体がこういう方法をとっ

ているとは限りません。大体半々か、ある程度こうしてとってきておりますが、過疎

地域とかは、こういう人口を入れながら人口ビジョンを立てております。和束町もそ

の例に習って、こういった人口規模を定めて今やっております。

今、和束町がやって大事なことは、こういうまちづくりを多くの人に知ってもらお

うということで、一方では住民との協働と挙げております。今、住民の人が非常にＩ
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ターン、Ｕターンの方が頑張ってくれています。この頑張ってくれている内容そのも

のが今度の３００人を達成するものだと思っているわけです。

我々はそうした意味で、今、フェイスブックとか新しいところでいろんな紹介をし

てもらっているんですが、これを側面から応援していく。いわゆる役場が前へ行くん

じゃなしに、町じゃなしにその方たちを支援していく、こういう立場でのまちづくり

がこの３００人を何とかしていこうという基準になっておりますので、そういう計画

の２８年度、実質初年度、受けとめて頑張ってまいりたいと、このように思っていま

すので、ちょっと長々となりましたが、ここを岡本委員が質問されたところは、私ど

も非常に大きな転換とさせているところで、まちづくりの大きな特色でもありますの

で、大事なところでありますので、ちょっと時間をいただきまして答弁とさせていた

だきました。

ありがとうございます。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

いろいろ言われることそのものはわかる部分もあるんですけれども、ただ、やはり

先ほどの答弁からのそういう新しい概念という中で、いろんな取り組みを通じて３０

０人の第２定住人口を５年後には達成したいという思いはわかります。

しかし、先ほどの答弁からいえば、まだこれからある意味、概念の根拠ですね、ど

ういうものが第２定住人口なのかということそのものもまだちゃんとは決まってない

というお話でしたから、そういう意味では、やはり根拠がないと言わざるを得ないし、

今の現時点でこれから考えるということでは、予算を執行していくという意味では根

拠になる数字とは言えないんじゃないかというふうに思わざるを得ないと思うんです。

それとですね、それではもう一つ聞きますけども、先ほど人口が４,２００人とい

うところから出発しなくてはいけないと。いわゆる第２定住人口も、５年後３００人
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に向かって、根拠があるかないかは別にしても、やっていかなくちゃいけないという

ことがはっきりしておりますけども、じゃあ、この２８年度としてどこまで持ってい

こうとしているのかですね、人口をどこまで維持していこう、それから第２定住人口

というものを３００人と言っているけども、何人まで持っていこうと、こういうよう

な目標というのははっきりしているのかどうかですね、それをちょっとお聞きしたい

と思います。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

人口をとらえる場合は、やはり住基台帳でとらえる人口、また今もありましたよう

に国調等に本人の調査、本人が上げていく調査、いわゆる住基とか関係なしに生活の

実態値としての調査、この二つがあるわけなんです。

住基については毎日動いているわけであります。国調については５年に一度とか、

限られた中でやられるようになっております。和束町のまちづくりというのは、先ほ

どの根拠がないと言い方になりますが、いわゆるこの国調自身も調査をしていただい

て、そしてそれを集計された速報値であるわけなんですが、これとて本人の申告とい

うたら申告なんであります。

私ども今までやってきましたのは、広報等で見ていただきましたらわかりますよう

に、住基を基準に置いて一応まちづくりをしてきております。当面、毎回広報でお知

らせしたり、動いている数字そのものは住基で動いていくだろうというように思いま

す。あとのとらえ方がなかなか難しいものであります。そういうことになりますと、

今、４,１００何ぼになってきておりますが、これは当面、現状、毎年９０人から１

００人落ちてきております。この辺のところを半減さそうというつもりはあるんです

が、なかなか高齢化と自然増というのが自然減に傾いております。生まれるよりも亡

くなる方が多い。そして、そこへ持って社会減というのも起こってきております。こ
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の自然減というのはやむを得ない面がありますが、これの半分を社会的な減を落とす

ということにしていくべきだと思っております。

２８年度というのは、社会減についても非常に厳しくなってくる。底ではないかな

と、私はとらえています。この底としてとらえている分を今後は、先ほど言いました

ように援農とか、また今いろいろと住民の方が頑張ってくれている、そういう事業を

通じて和束町に転入してもらおうということで、歯どめをかけていこうと、これを少

し鈍くさそうということで今、取り組んでおります。

ここにも挙げておりますが、ことしの一番大事な施策としては、いわゆる空き家対

策というようになっております。空き家があれば入っていただけるということになろ

うかと思いますので、この辺にも施策として重点を置いているのは、そういう意味で

あります。

しかし、和束町には空き家を扱える専門の方がおられません。いわゆる、そうした

人をどう入れていくべきかということを、今、京都府と公共員の方と話し合いをして

きていると。そして、具体化していくならば、もう少しこれを鈍く、いわゆる２分の

１、いわゆる具体的数字でいうならば、１００人であったとこを５０人ぐらいで抑え

られないだろうか、もしくはこれをゼロにしたいという目標を持っていくならば、こ

としの住基４,１００何ぼだと思いますが、この辺のところをどう維持していこうか

と、こういうことで私自身は考えております。そういう意味でご理解いただきたいと

思います。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

もちろん、これはこちらがこうしたいからといって、必ず相手があることって変で

すけども、なるとは限らないのはわかります。どんだけ頑張っても目標にいかない場

合ももちろんあるわけですけども、ただやはり一定数値目標を持っておられて、その
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５年後にですね、その中で年次の目標というのを多分持っておられると思うんですよ

ね。だから、そこに一定目標もしながらやっていかないとなかなか評価もできないと

いうことになってきますので、そこはぜひ具体的に進めていただきたいと思うんです

が、今、町長のほうからちょっと触れられましたけども、やはりこういったことをや

っていく上で、具体的にどうするのかというところでいいますと、この間言っており

ますように、住宅というか、住む場所をどうするのかという受け皿いうのはこの間、

議論もされてきました。今、結果として、この第４次総合計画の中でいいますと、町

としては空き家というものをどうするかというところにかなりシフトしたというかね、

そういう方向に今おられると思います。もちろん空き家のことも大事ですし、やって

いただかないかんのですけども、ただ、やはりこの前の初日も言いましたけども、そ

れだけに依存するような方向はどうなのだろうかという疑問は持っております。そこ

はそういう思いとして知っておいていただきたいんですけども、この空き家の関係で

すね、今、若干言われましたけども、この２８年度、どこまでこの空き家を活用でき

るようにしていこうというめどを持って取り組まれるのかですね。

具体的に言えば、空き家バンクをつくるであるとか、また利用可能な空き家を何軒

ほど確保しようであるとか、また、それをしていく上で、例えば改修費用の支援であ

るとか、そういうような仕組みをつくるであるとか、そういったものをこの２８年度

どこまで考えておられるのか、ちょっと答弁いただきたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

農村振興課長、答弁。

○農村振興課長（北 淳司君）

はい、お答えします。

空き家につきましては、先ほど町長から話ありましたように、行政だけではなかな

か進まない点が数あります。その中でちょっと考えていますのは、当然、その空き家

に対して町が本人からお貸しいただいて、一定、町営住宅のような形のものとか、そ
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れとまた、シェア的な空き家を利用するとかいろいろ考えております。当然、それに

対しましては、財政的には補助いうものがあります。そこら辺も考えながら２８年度

は進んでいきたいと、かように考えております。

○委員長（竹内きみ代君）

質疑の途中ですが、ただいまから午後２時４５分まで休憩します。

休憩（午後２時３０分～午後２時４５分）

○委員長（竹内きみ代君）

休憩前に引き続き、質疑を続けます。

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

先ほどのあれですけども、空き家の対策ですね、一定答弁いただいたんですけども、

今、いわゆるこうしたいということはわかったんですけども、２８年度の中で具体的

に、仕組み的にそういったものをつくっていくと、空き家バンクであるとかですね、

先ほど言いましたように、そういったことは２８年度でつくっていこうという方向は

あるんでしょうか。

○委員長（竹内きみ代君）

農村振興課長、答弁。

○農村振興課長（北 淳司君）

はい、お答えします。

先ほど町長のほうからお話があったように、公共員、和束町に来ていただいており

ます。公共員が中心になって空き家の対策等やっていただいているところでございま

す。

その中で、当然、行政のほうも入り、また民間のそういう方も入っていただき、今

年度はそのような形を進めていきたいと、かように考えております。

○委員長（竹内きみ代君）
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７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

いわゆる公共員の方が中心になってそういったことをやっていただこうということ

ですけども、結論というか結果として、じゃあ、どこまで制度的なものを持っていく

のかいうのが見えてこないと思うんですね。

やはりこの間、若い世代の声としても、例えば今、住んでいるところは、子供さん

の成長とともに、今後ここじゃなくて違うところに引っ越したいというか、町内に住

みたいという思いはあるけれども、ただ、実際に役場とかに問い合わせても、今は空

き家にしてもまだ紹介できるものがないとか、あと実際に、ほかに移るところがない

という答えしか返ってこない。そうなったときに結局、町外に行こうかというような

ことも考えざるを得ないというようなお話も実際あるわけですよね。ですから、そう

いった点では、町として、今はなくても、いつまでにこういった仕組みをつくろうと

しているとか、こういう方向を持っているということをちゃんと伝えていかないと、

個人の将来ビジョンの中に和束町で住むというものがだんだんなくなってしまうとい

うのがふえてくると思うんですよね。ですから、平成２８年のところでそれだけ空き

家の対策にシフトして、空き家で受け入れていこうと、基本的にいうような方向を持

たれたからにはですね、やはりそれなりにふさわしい取り組みをしていただきたいし、

具体的にそういった仕組みというものをつくっていけるようにしていただきたいなと

いうふうに思うんです。それで、そこは強く要望しておきたいと思います。

それと、もう１点、今度はちょっと角度が違うんですけども、和束町の大事な問題

として公共交通の問題があると思います。

今回の予算の中では、いわゆる交通対策の関係でいいますと、路線バスの維持の関

係で今回２,６００万円ほどのこれまでになく大変大きな予算として路線バスに対す

る出費というか、支出を計上されております。これは前回一般質問等でもありました

ように、やはり路線バスをちゃんと維持していくという点では必要な予算であるとい
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うことは大変、私もわかるわけなんですけども、同時に、じゃあ、今後どうしていく

のかという点で、この２８年度どこまで公共交通の問題について前進させていくのか

ということも大変大事だと思います。

この間、総務課のほうからも、一定、懇話会の提言も受けていろいろと庁内で検討

いただいているという報告はいただいておりますけども、この間、具体化したのは、

木屋のタクシー券の補助というのは２７年度から始められました。２８年度もやって

いくということを言われていると思うんですけども、ほかの面でですね、いわゆる路

線バスのあり方であるとか、またコミュニティバスの運行に向けてどうしていくのか

ということも次の段階があると思うんですが、その辺、２８年度はどこまで進めてい

こういうふうに予定されているでしょうか。

○委員長（竹内きみ代君）

総務課長、答弁。

○総務課長（中嶋浩喜君）

はい、お答えいたします。

路線バス和束木津線の関係につきましては、一般質問の中でもお答えさせていただ

いたように、少子高齢化、人口減少に伴いまして利用者が年々少なくなってきておる

というところでございます。

今、岡本委員のご質問の中にもありましたように、懇話会の提言を受けたわけでご

ざいまして、それの具現化について庁内のほうで協議を進めておるというところでは

ございますが、なかなか具体的な方針まで至っていないというのが現状でございます。

懇話会の提言においては、路線バスにつきましては、和束小学校から東の部分の乗

車密度が非常に低いということで、それを切り離して２路線にすべきではないかとい

うご提言をいただいておるところでございます。なお、これにつきましては、地元へ

の周知等を十分図ってという前提がついておるわけでございます。今現在におきまし

ても、やはり乗降調査等を実施いたしましたところ、その傾向は変わっておらないと
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いうところでございます。

当然、一般質問でもございましたように、始発の小杉から加茂までの７７０円とい

う運賃というのは、やはり住民にとってはちょっと負担になるというのも現実ではご

ざいます。そういった中で、一定、住民の方のご不便にならないようにという形で、

前も申し上げましたけど、湯船の区長さん等と今後あり方について協議をしていきた

いということで打診はしておるというところではございます。

それと、コミュニティバスにつきましても提言を受けておるというところでござい

ます。それにつきましても、一定、町で保有しております町営バスの活用等も踏まえ

た形で検討しておるというところと、あと、町営バスとして運行してます保育園線で

ございますけれども、その保育園バスの活用についても検討できないかという形で庁

内のほうでは検討を進めておるというところでございます。まだまだ具現化というと

ころまではいっておらないというのが現状でございまして、２８年度中には一定のそ

の方針を出しまして、地元なり、そういった形で住民の方へお知らせできるように努

めてまいりたいと思っておるところでございます。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

２８年度中に一定の方針を出してという話でしたけども、やはり住民の方に例えば

決まったことをお知らせするということだけじゃなくて、本当に地域の足をどうする

のかというね、生活の足をどうするのかという、大変、一人一人の住民の皆さんにか

かわる問題ですから、周知するということも大事ですけども、やはり一緒に考えてい

くということが大事だというふうに思いますし、そこはぜひやっていただきたいと思

うんですけども、ただ、今回予算の中には運賃補助金というのが出されておるですけ

どね、これはどういうものかちょっと説明いただくとともに、いわゆる総合計画等に
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も一定の交通費の負担を軽減するといった意味での方向性も出されているわけですけ

ども、その辺は今後どのように具体化されようとしているのか、高校生の通学補助も

含めて、検討されていることがあればお聞かせ願いたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

総務課長、答弁。

○総務課長（中嶋浩喜君）

はい、お答えいたします。

予算に関する説明書に挙がっております運賃補助というところでございますけれど

も、表記の仕方が非常に的を得てないということでございまして、これは木屋地区に

おけるいわゆるタクシー券の利用に係る経費でございます。それ以外、以前に実施い

たしました実証実験とか、そういった形の運賃の補助は当初予算には計上しておらな

いというのが事実でございます。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

それでは、私のほうから、この前、一般質問させていただきました関係上、それに

基づいて、いましばらくまたお時間をいただきたいと思います。

直診事業の関係ですけれど、一応、予算書、収入のほうを拝見させていただきまし

たけれども、今回質問もさせていただきましたように、４月からは保険料の収入とい

うのが改定されまして、１次診療という診療所の窓口というものが非常にさま変わり

をしている。さま変わりをしてくるというふうに受けとめておることはご承知だと思

います。

そこで、今回提案されました歳入について、そういう面はどういうところに配慮し

て計画を組まれておるのか、その点についてご説明のほうをお願いしたいと思います。
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○委員長（竹内きみ代君）

国民健康保険診療所事務長。

○診療所事務長（久保順一君）

はい、お答えいたします。

一般質問でもかかりつけ医ということで岡田議員のほうから質問がございました。

これからは地域包括システムの流れということで、診療所のほうも窓口としていろい

ろ考えておるわけです。その一つとして、今後、先ほど言いましたように、多様化の

部分がございまして、それと連携ということが必要になってまいります。窓口におい

てもいろいろな相談、あるいは質問等ございます。問い合わせもございます。特に介

護に関しまして、医療との関係は綿密になってきておりますので、そういった流れの

中で、職員一同そういった情報を得ながら、今後、医療と介護、福祉、あるいは保健

ということもありますけども、その中で進めていきたいということを考えております。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

今回の特徴といいますか、要するに、自分のかかりつけ医を持ちなさいと。そして、

かかりつけ医でなくて大病院へ行ったら５,０００円多く請求されますよ。だから、

第一に、地元の診療所なり開業医に診てもらってくださいねというふうなことですね。

そうするとですね、やはりまず文書費とか紹介状の費用とか、そういったものも入

ってこようかと思うんですけどね、文書費についても従前どおりの金額が上がってお

ると。予算に反映されてないと思いますし、後発費ですね、ジェネリックの薬を患者

さんに使用する場合は、従来６割の単価でやっていたものが５割になるということで、

やはりこれも５割にすることによって患者さんの出費も減ってくるだろうし、診療所

の収入というものもそこでふえてくるだろうし、今回は診療所も一つのビジネスとし
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て考えていくべきではないかと思うんですね。やはり一つの工夫によって診療所の収

益が左右されてくる、そういった時代になってくると。

ただ、患者さんが診療所に訪れて、そして、お医者さんが処方箋を書いて診療費を

いただくというんじゃなしに、一つの工夫によって病院の収益が変わってくる、今度

は診療所、開業医さんの競争原理を働いた中での仕事がますます膨らんでこようかと

考えております。

そのようなところで、訪問看護とか、そういったことが改定の中でたくさんそれを

すると、お金をたくさんあげますよというようなこともうたってあるわけなんですけ

ども、診療所のほうではそういうようなことも今後考えて、あるいは４月から取り組

んでいこうというふうな形で考えておられるのか、その点、お願いしたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

国民健康保険診療所事務長。

○診療所事務長（久保順一君）

はい、お答えします。

現実的には、今、訪問看護も診療所内でやっております。これは介護の保険じゃな

くて医療側の介護保険をやっております。かかりつけ医の指示のもとということで、

診療所の場合は所長の命を受けて看護師が行っているという状況でございます。

それと、新年度になりますと、確かに訪問看護ステーションの事業所ですけども、

日常時間体制とか、そういう関係で保険点数のほうも考慮されてアップされている部

分がございます。ただ、診療所におきましては、そこもやっているわけなんですけど

も、反映するかどうかわかりませんけども、できる限り、訪問看護が要望があればや

っていきたいというふうには考えております。

それと、ジェネリックの関係なんですけども、今までは調剤薬局のみの算定で合理

化されてましたけども、今度、診療所、あるいは院内の処方箋でもジェネリックの納

入率ですか、それによって点数が加算されるというふうになってきております。それ
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によりまして、現在、約６０％のジェネリック率、これが今度はその処方内容によっ

て変わるということになりますんで、それですともう少し上がると思いますんで、そ

れによって保険点数のほうも加算されるというふうに考えておりますんで、できるだ

け努力してそちらのほうにやっていきたいと考えております。

以上です。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

そしたらですね、やはり大病院とか、和束ではないんですけれども、市内へ行きま

すと、病院の前には必ず門前薬局というんですかね、処方箋を読んでいただいて、そ

して薬をいただくためには、その薬局へ処方箋を持っていって薬剤をいただくという

ふうなことをしていたわけなんですけれども、その門前薬局についても見直していく

というふうなことが今回４月から変わるわけでございますね。

これはたくさんの薬を出すと病院は収入がたくさん入るけれども、やはり全部患者

に処方した薬を飲んでもらわないと、無駄な税金というんですかね、和束で問題にな

っていますように、国庫負担、あるいは診療費の負担というものがありますので、大

きくなりますが、それを減らすためには薬の管理をしていかなあかんというふうなこ

とで、かかりつけの薬剤師ですね、こういったことも専門的な地位として設けるべき

じゃないかというふうなことも言われておりまして、その方は専門の方がパートナー

一人一人の薬の処方箋に対して、余っているのか、足らないのか、そういったことを

チェックを入れていくというふうなことが一つのかかりつけ医の薬剤師の仕事である

というふうなことも今回導入されておりますけれども、今回はそうすると診療所のほ

うでは和束のほうでは門前ありませんので、診療所のほうで処方箋を出して、それで

患者の方に、この薬はこういった場合、飲んでください。もし余ったら教えてくださ

いとかね、一人一人、今度は親切に薬の処方に対してアフターケアもしていかななら
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ないというようなことでございますけれども、そうしたことに対してはマンパワーと

か、そういったことに事務所のほうでできますかどうか、診療所のほうで可能なのか、

きめ細かなサービスが必要になってきますので、若い人なら、ああ言うたら、はい、

わかりましたになるけれど、そこでは認知症の方もおられるだろうし、老若男女の方

がおられますから、その辺について、事細かく説明する必要があると思うんですけど

も、その点についてご判断をお願いしたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

国民健康保険診療所事務長。

○診療所事務長（久保順一君）

はい、お答えいたします。

かかりつけ薬局ということで、これは調剤薬局の面で言われてると思うんですけど

も、診療所の場合は、私、薬剤師でおりますけども、現に相談業務、あるいは重複、

これは国のほうでもかなりきつく言われている医療費の削減ということで、重複投薬

ですね、これをいかにしてチェックして、その方に適性な薬剤を提供するということ

で、努力目標として掲げられております。

診療所のほうでは、できるだけということですけども、確かに処方箋を患者さんに

ある医院が出されたり、ある病院で出された分はチェックします。これは情報提供と

いうことで、どんな薬を飲んでいるのか、そしてどんな治療をされているかというこ

とをこちらのほうで吟味しながら、また重複しないように気をつけております。です

から、その点につきましては、患者さんが情報の提供なり、あるいは医院からの紹介

を受けた中で重複しないように、そして適性な薬剤を提供するということです。万一、

重なっていた場合に関しましては、こちらのほうで調整して出せるようにしておりま

す。

今後、できるだけ一人一人ですけども、チェックのほうを管理しながらやっていき

たいと思っていますので、よろしくお願いします。
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以上です。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

その点、ひとつ患者さんにきめ細かく、丁寧に優しく、時間も必要になろうかとい

う、お忙しいとは思いますけれども、丁寧な説明なりをして、誤飲とか、そういうこ

とのないようにひとつよろしくお願いをしたいと思っております。

それから、やはり病院の中でこれから問題になってくるのは認知症という形になっ

てこようかと思っております。その中で、認知症施策推進総合戦略、これは新オレン

ジプランということで、平成２７年１月２７日にオレンジプランやりますという形で

公表しておるわけですけども、この中で、平成２９年度までに認知症のサポーター数

を８００万人、日本で養成していくんだというふうなことをうたわれておるわけでご

ざいますが、その新オレンジプランの中では七つの柱があるわけで、その中で、今、

言いましたように、８００万人の認知症のサポーターを養成していく。それで、市町

村として振り分けられているわけなんですけども、和束としては、現在、そういった

サポーターの方は養成人数として何人おられて、これからどのような認知症の方がふ

えてくることに対して増員をかけていく計画を持っていくというようなことを計画さ

れているのか、その点について質問させていただきます。

○委員長（竹内きみ代君）

福祉課長。

○福祉課長（岡田博之君）

はい、お答えさせていただきます。

認知症サポーター養成講座につきましては、毎年、社協と共催しながら実施してい

るところでございます。

特に、ふれあいサロンのボランティアでやっていただいている住民の方を中心に毎
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年ご案内させていただいてしております。

また、各地区のふれあいサロンで認知症カフェということで、平成２７年度から取

り組みましたが、その中で認知症の正しい理解をしていただいて、一定、住民ボラン

ティアという形になるんですけども、正しく理解をしていただく。２８年度につきま

しても、介護保険特別会計のほうでその分の費用を見込んでおるところでございます。

今後につきましては、今、言いましたように、和束町社会福祉協議会と協力しなが

ら、ボランティアの養成、またサポーター講座の案内等をさせていただきまして、広

げていきたいと考えております。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

一つ、認知症の方については、非常に悩ましい問題が多うございますので、サポー

ターの方にもいろいろ啓発していただいた中で取り組んでいただきたいと、このよう

に思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

それから一つ、住民の方から要望がありましたことについてちょっとお伝えさせい

ただきたいと思うんですけれど、これは社協のほうでも一つ取り組んでおられる。何

というかわからないですけど、保育園へ行かれるまでの乳幼児のお父さんと一緒に遊

ぶサークルみたいなのが月一回とかされてますね。福祉のほうではエンジェルサロン

ですか、そういったことをされておって、それが社協の中の老人室を今お使いになっ

て、あの大きな広場のところでやっておられる。

その中で、子供さんがまだハイハイとか、立てないで這われている方も結構おられ

るというふうなことを耳にして、がゆえに、畳がかなり減って、帰られたら畳のい草

がかなりついてくるというようなことで、若いお母さん方はアレルギーとかそういう

ようなことに対して心配されているというようなことなんで、何とかならないのかな
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というふうな質問を受けておりまして、あれは３０枚近くあるんかなと、予算的には

大変だと思うんですけども、うわ敷きを敷くとかですね、小まめに掃除機をかけると

かね、そういう一つのケア的なことを今後また福祉課のほうで社協のほうと話し合い

ながら取り組んでいただきたいと思っていますので、よろしくお願いしたい。

以上です。

答弁だけお願いできますか。

○委員長（竹内きみ代君）

福祉課長、答弁。

○福祉課長（岡田博之君）

お答えさせていただきます。

岡田委員からありましたように、社会福祉協議会のほうでは、岡本委員がおられる

んですけども、マザー＆キッズということで活動をしていただいております。また、

福祉課ではエンジェル広場ということで、老人室を使わせていただいております。当

然、社会福祉センターの管理につきましては、所管課は福祉課でございます。岡田委

員のほうからそういう話を聞けましたので、予算がつき次第、表がえをするなり、ま

たカーペット等、もし、じゅうたんでいいんであれば、そういう形で対応を検討した

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

済みません、先ほどいわゆる公共交通の関係で質問させてもらったんですけども、

いわゆるいろんな路線の変更であるとかですね、いろんな検討はいただいていると思

うんですけども、いわゆる本当に一刻も早くどういうふうにしていくのかということ

を議論もしていただく中で、方向性を出していただく必要があると思うんです。

といいますのは、例えば、この前、委員会の資料にもありましたけども、いわゆる
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交通事故の防止ということで、高齢者の方の免許を返納するという意味での支援しま

すよと。返納された方については５,０００円分のＣＩ－ＣＡというのを交付して、

使ってくださいということで促進しようということがあったと思うんです。それはそ

れで別に悪いことじゃないんですけどね、ただ、それは一回こっきりなんですね。

５,０００円と引きかえにというと変ですけども、免許を返納して、５,０００円分の

ＣＩ－ＣＡをいただいて、それが終わったら何もなくなってしまうわけですよね。

だから、やっぱり生活の足をもちろんいろんな事故の関係もあるから一概にお勧め

はできないにしても、ただ、やはりこの田舎というか、こういう中で車がなければ途

端に動けなくなってしまうというのはわかる話の中で、そういうことをしながら返納

支援をするのはいいけれども、その返納した後の足をどうするのかということがちゃ

んとないと、交通事故は減るかもしれないけれども、免許を持たずにその人の生活自

身が孤立していってしまうというね、そういったことにもつながっていく両側面だと

思うんです。

その辺、今回の返納支援を含めて、一回こっきりのＣＩ－ＣＡだけ渡して免許終わ

りですというのがどうなのかということもあります。その辺、継続的に何か支援とか

考えておられるのかも含めて、やはり２８年度で一定の方向を出したいということで

すけれども、交通費負担の軽減も含めて、もう一度その方向性を答弁いただきたいと

思います。

○委員長（竹内きみ代君）

総務課長、答弁。

○総務課長（中嶋浩喜君）

はい、お答えいたします。

今、岡本委員のほうからございましたように、ことしに入りまして、免許証の自主

返納者の支援事業ということと、一面路線バスの利用促進という形で、奈良交通バス

のプリペイドカードということで、ＣＩ－ＣＡをお渡しするという事業を始めたとこ
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ろでございます。既に申請をしていただいた方もおられるということでございます。

委員のご質問にもありましたように、初回のみの交付ということで５,０００幾ら

かの運賃の補助という形になっておるというのは重々認識しておるわけでございます。

これにつきましては、当初はこういった形で発足させていただくということとし、今

後、拡充につきましては、この制度の適用を受けることしの返納者以前の返納者の対

応も当然考えていかなければならないというように思います。そういったことを勘案

すれば、また違った形で路線バスの促進の支援をしていかなければならないと思って

おります。

例えば、定期的な制度もございまして、一定の定期券を買えば１回１００円で乗れ

という制度も奈良交通のほうで持っておられるということでございます。そういった

ものも視野に入れまして、今後やはり高齢者の方でいわゆる自動車に乗れない方の公

共交通機関の確保というのが非常に重要な問題であると思っておるところでございま

して、路線バスの今後のあり方も含めまして、住民の方々としっかり議論しながら進

めてまいりたいと思っておるところでございます。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

この公共交通の問題というのは町長が就任されて以降、ちょうどＪＲバスが撤退を

した直後からの話で、大変長年の懸案で、いわゆるご苦労はあると思うんです。ただ、

やはりそうこう言っている間にというと変ですけどね、十数年たつ間に本当に町の中

の様子も、まず、いわゆる商店がどんどん減っていくであるとかですね、当初巡回さ

せようと思っていた、いわゆる店とかどんどんなくなっていったりとか、いろんな意

味で様子が変わってくる中で、仮にコミュニティバスを走らすにしても当初考えてい

たような効果があるのかどうかとか、いろんな問題はあると思うんですが、ただ、大
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変大事な問題であることはずっと変わりないわけですので、ぜひ２８年度については

一定の方向を本当に出していただけるように要望しておきたいというふうに思います。

それと、これは一般会計の３７ページになると思うんですけども、いわゆるこの間、

省電力というようなことが言われてくる中で、例えば電灯とかの省電力化ということ

で、実際、全体的にはＬＥＤ化ということがいわゆる推奨もされ、やられている部分

もあるんですけども、そういった街灯ですね、各区なりで管理もいただいているよう

な防犯灯、街灯ですね、そういったものの今後のＬＥＤ化に向けての町としての方針

といいますか方向性というのがありましたら説明いただきたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

総務課長。

○総務課長（中嶋浩喜君）

はい、お答えいたします。

交通安全対策という形で交通安全灯、防犯灯を兼ねておるわけでございますけれど

も、それの設置につきましては、毎年一定の予算を確保いたしまして、各区の要望に

応じて防犯灯を設置しておるというところでございます。

平成２７年度から、防犯灯につきましては既にＬＥＤ化を図っておるというところ

でございます。２８年度につきましても、一定そのＬＥＤの防犯灯の設置という形を

考えておるわけでございますけれども、防犯灯につきましては、従前から新規の設置

という形で進めてまいりまして、ほぼ各区において必要な箇所への設置については完

了しておるのではないかという認識を持っておるところでございます。

今後、２８年度の予算も含めまして、一定、既存の蛍光灯に要する防犯灯の老朽化

に伴う更新についても、町の予算の中で対応できないかという形で、今、検討を進め

ておるというところでございます。

当然、維持管理の面からして、ＬＥＤ化というのは非常に有効なことでございます。

庁舎の照明につきましても、既にご紹介したように全てＬＥＤ化を図って、省エネ、
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環境に配慮するという方針を持っておるところでございますので、今後もそういう方

針に沿った形で進めてまいりたいと思います。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

いわゆる新規の防犯灯の設置については、ＬＥＤで対応いただいているということ

は、あと、今後、老朽化に伴ういわゆる建てかえといいますかね、そういったものに

ついても順次やっていきたいという話は聞いたんですけども、ただ、全体としては、

今、ＬＥＤで新規に建てたとしてもほんの一部であるというのは変わりないと思うん

ですね。全体的には、これまで歴史的に積み上げてきた各地域の街灯が大半を占めて

いるという中でいいますと、もちろん故障とか、老朽化して更新が必要だということ

は当然ですけども、ただ、やはり今ある部分についても、何らか一定切りかえていく

ということも含めて検討いただきたいというふうに思うんです。

それと、もう１点、関連してですね、先日、このことも質問しようと思いまして、

現在の地域の防犯灯が例えば総数で幾らあるのだろうかとか、ＬＥＤとして今、運用

している分は何基あるんだろうとか、そういったことも含めてちょっとお聞きをしよ

うということでお話を伺ったんですけれども、これは確認なんですけれども、いわゆ

る防犯灯の管理ですね、電球切れました、じゃあ、もう一回入れてくださいといった

ときに、各区の関連では、区長さんなどが窓口になって、そこが切れたということで

行ったら、業者さんに連絡をとって、きてもらって取りかえてもらうとかいうことを

されていると。それに伴う経費等もそこで負担いただいているというふうには聞いて

おるんですけども、いわゆる東区の部分だけがですね、いわゆる町のほうで街灯の管

理もされて、取りかえに係る費用等も町として負担していただいているというふうに

聞いておるんですね。これはどういう経過でそういうふうにそこだけそういう対応さ



― 82 ―

れているのか。区長さんが窓口になるか、また行政が窓口になるかは別としましても、

例えば区長さんが窓口になるとしても、取りかえた経費については後で報告もしてい

ただいて、どこの区も行政が負担してあげるとかなれば私もそんなにどうこうは思わ

ないんだけども、東区以外の区については、基本的に各区でそういった経費も負担し

ていただいていると。しかし、東については行政が負担していただいているというふ

うに聞いているんですけどね、その辺を事実の確認も含めて、どういう経過でそうさ

れているのか説明いただけたらと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

総務課長、答弁。

○総務課長（中嶋浩喜君）

はい、お答えいたします。

交通安全灯、防犯灯の管理でございますけれども、新規等の設置につきましては町

のほうで設置させていただいておるというところでございまして、管理のほうにつき

ましては各区で管理していただいておるというのが今のところ基本の路線でございま

す。

今、委員のご質問にありましたように、いわゆる東区内での防犯灯の管理について

は町のほうでしておるというご質問でございましたけれども、ご質問のとおり、東区

内におけます防犯灯の管理の費用につきましては、町のほうで対応しておるというと

ころでございます。

これにつきましては、ご存じのように、東区の区域の中には公共施設が多々ござい

ます。人権ふれあいセンター、いきいきこども館、教育集会所、共同浴場、老人憩い

の家等多々あるわけでございます。そういった中、公共施設の利用者への利便を図る

という面もございます。いわゆる公共の受益と、あと地元の受益という形で、そこら

辺の関係で、一定電気代については地元のほうで、管理のほうにつきましては町のほ

うでやっておるということで現在進めておるというところでございます。
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以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

今の説明では、いわゆる東区の中にはいわゆる公共施設がほかの区よりも多いから、

利用の受益という中で配慮して行政で負担しているんだという説明だったんですけど

ね、私、これは説明にならないと思うんですね。

やはり各区にしたって公民館もあれば、何か防犯というのは別に公共施設があるか

ないかということじゃなくて、その地域で安全に歩けるかどうかという意味では、公

共施設があるかないかということが町として責任を負うということにはならないと思

うんです。それはやはりどういう状況であっても、やるんであればどの地域にもそう

いう防犯という目的の中で、安全に地域を歩けると走行できるということを保障して

いくという意味では、東区だけじゃなくてね、各区でも一定それを取りかえたりとか

した分、経費については行政がちゃんと責任を持つと、いうふうにされるのが筋じゃ

ないかと思うんですね、それをやられるんであればですよ。

ですから、やはりそれは今後ちゃんと見直しをしていただいて、東区でそうされて

いるんであれば、他の区域でも同じようにそういう取りかえ経費については町として

責任を持って負担していただくというふうにしていただくのが本来だというように思

いますので、そこをそうしていただきたいと思います。

町長、どうですか。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

はい、お答えいたします。

基本的にこの公共施設、和束町の役場もそうだと思いますが、この和束町のあると
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ころについても、周囲については南区ということやなしに、管理は一部している分が

あります。

今、言われましたように、非常に経緯があります。建てるときには、当時、措置法

とかいろんな中で、やっぱり責任の中でやってきた経緯があります。電気代もみてき

た経緯があります。しかし、措置法が切れてきた中では、これは違うねという。

岡本委員が言われるように、地元でも電気代を持っていこうと。そして建てるのも

主体的にやっていこうという考えがあります。当時は全部持ったとしたかって、その

ときは、やっぱり公共施設があるときには主体的に公共施設というものも考えていく。

先ほど課長も考えておりましたように、やはりそういう話し合いの中で、やっぱり公

共の分は公共で管理を、ちょっとこの維持ですね、手続的なことがあったということ

は、この庁舎の中でもありますから、そういう考え方に合わせて公共施設というよう

にあります。

それと、区で持っておられるところについては、区の予算でやられておると、こう

いうことで一定整理はしてきたわけであります。

今、岡本委員が言われますように、この庁舎の周りもですね、町がやってない。全

部全てが区だということになれば、やっぱり一緒にしなきゃなりませんが、この考え

方は、今、課長が申し上げた内容については、一定統一されてきているだろうという

ように思っております。

そういう意味で、今後、公共施設があるところについては、やはりきょうも安全な

確保というものを、責任を私たちはある意味では負うという中で、当時、この近隣の

区とも話し合いさせてもらっているわけですから、その話し合いの考えというのは共

有していくべきだろうと、このように思って理解しているところであります。

ご意見としていただいておきますが、考え方はそういうことです。

繰り返しますが、南区と庁舎との関係、釜塚区と庁舎の関係とか、この近隣もそれ

でやっているということでご理解いただきたいと思います。
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○委員長（竹内きみ代君）

７番、岡本委員。

○７番（岡本正意君）

庁舎が釜塚区の中にあるとか、南区であるとかね、だからそれは公共性があるから

云々という、町がやっていますと、南区じゃなくて釜塚区じゃなくて町がやってます

ということだったらね、人権ふれあいセンターの周りとか共同浴場の付近とか、そう

いうところだけだったらまだそういう論法も通るかもしれないけども、同じ、そうじ

ゃないとこはいっぱいありますよね、ほかに。そういうところも全部、もし取りかえ

なあかんとなったら負担されているわけでしょう。

例えば、南区で、ここはやっているから、でも、南区のいわゆる区域内を全部町が

負担するかいうたら、そうじゃないわけですよね。だから、本当にちゃんとそういっ

た整理をされるんであれば、そういうことを言われるんだったら、そういうふうに、

そこはちゃんと町がみましょうとか、でも、ほかについては区でみてくださいとか、

逆に言えば、全部ほかの区も含めて、今、東区でやっておられるような電気代は区で

持ってもらうけども、取りかえとかの経費については、町が皆、持ちましょうという

ふうに整理するのが本来であって、今のやり方では不公平感もありますし、整理しき

れてないと思いますので、そこはもう少し見直し、検討をいただいて、整理していた

だきたいというふうに思います。

これで答弁いただけますか。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

先ほども申しましたように、新しくスタートという形であれば、一定そういうこと

の基準にも立てると。方向としてはそういう基準であるにしたかて、経緯もやっぱり

あるということがあります。
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そういう点で、今後の方向とか、いろんな中での考え方の中ではそういう検討も必

要だと思いますが、経緯を持って進めてきたという点もありますので、ご理解をお願

いいたします。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

それでは、もう１、２点質問させていただきたいと思うんですけど、保育園のほう

のトイレのことなんですけども、０歳児の方ですね、それについては洋式トイレのほ

うに設置をされたというふうなことを承知しているわけなんですけれども、保育園の

年長者のほうの方についての洋式トイレについて、保育園のほうから要望が出ておっ

たと思うんですけども、その辺、今、予算を見ていたんですけれど、私、見落として

いるのか、どこかに入っているのかわからないんですけども、その点についてご答弁

をお願いしたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

福祉課長、答弁。

○福祉課長（岡田博之君）

お答えさせていただきます。

予算に関する説明書の６４ページでございます。この中の保育所費の需用費の修繕

費１３６万３,０００円ということで今回計上させていただいております。

和束保育園のトイレの改修につきましては以前にも説明させていただいていますよ

うに、保育園で計画的に改修をするということでしてきました。幼児用のトイレでご

ざいますが、現在６カ所使用しております。そのうち一つについては既に洋式化をさ

せてもらっている。乳児については全て完了しているということで、この平成２８年

の予算の中では、あと五つ残っておりますので、そのうち２つ、６個中３つですね、

これについて洋式化を図る。
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さらに大人用のトイレ３つございますが、それについても一つ洋式化を図るという

ことで予算を上げさせていただいているところでございます。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

済みません、わかりました。

この予算を見落としましたので、申しわけありません。それについて安心いたしま

した。

それでですね、これとやっぱり整合性は持たせていかなだめだと思うんですね。だ

から、保育園のほうではちゃんと今のお母さんたち、お父さんたちを見ると、家のほ

うも洋式になっているから、子供が大きくなるに従って、昔の和式のトイレは使い方

がわからないというふうな形の中で、洋式にしてほしいという要望が、結構、衛生上

の問題もありますけども、ふえてきているんだろうと思うんですね。

しかしながら、ここでは答弁はいただけないと思うんですけども、東部連合のほう

の小学生につきましては、学校関係はほとんどまだ和式の状態のままで残っておると

いうようなことでございますので、向こうのほうに派遣していただいている議員の皆

さん方にも、やはりそういうような点も、保育園ではこういう取り組みしている。だ

から、中学校でもその延長線で考えていただくというふうなことで取り組んでいただ

きたいかなと、このように思うわけでございますので、どうぞよろしくお願いしたい

と思っております。

それから、あと１点、９０ページ、防火用水の設置工事費ということで４５１万

５,０００円上がっているわけなんですけども、これはどこの場所に、防火用水です

のであれなんですけど、このごろ防火用水を使用した消火というのは余り見受けられ

ないんですけども、どういった意図でされるのか、その点についてもご答弁をお願い

したいと思っております。
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○委員長（竹内きみ代君）

総務課長、答弁。

○総務課長（中嶋浩喜君）

はい、お答えいたします。

今回、防火水槽の設置工事費ということで４５１万５,０００円を計上させていた

だいております。

これの設置箇所につきましては、釜塚地内ということでございます。この用地につ

きましては、所有者の方から一定寄附という形を言っておられるということでござい

ます。その寄附につきましては、区になるのか町になるのかまだ詰まってないところ

でございますけれども、所有者の方から防火水槽の用地として寄附するという申し出

をいただいたというところでございます。町のほうも現地を見させていただきまして、

やはり水利の確保の面からも非常に有効であるということで、今回予算を計上させて

いただいたというところでございます。

今回設置する防火水槽につきましては、耐震性の防火水槽でございまして、今後発

生が懸念されております南海トラフ地震の対策にもなるということで、計画的に防火

水槽水利の整備等を図っていかなければならないところでございますけれども、町の

ほうで、その用地を買収して設置をするというのは、なかなか財政的にも厳しいもの

がございます。そういったことで、いわゆる整備が進んでおらないというのも原因の

一つであるということでございます。

こういった形で、地元のほうで一定その水槽の用地を確保していただけるというこ

とでございましたら、また今後、計画的に設置を図ってまいりたいと思っておるとこ

ろでございます。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。
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○６番（岡田泰正君）

最新的な防火用水であろうと推測するわけなんですけども、ちなみにですね、私の

地域で防火用水について考えてみますと、昔からの防火用水というのは結構あるんで

すね。だから防火用水そのものが、地権が今おっしゃったように、町のものであるの

か、個人のものであるのか、区のものであるのか、それすらもわからないような防火

用水がたくさんございます。そして、水利が昔はあったんだろうけど、現在は行き届

いて水利がないと。だから、水も濁って水面が底まで見えない、透明度がないという

ような防火用水がかなりあって、そして、それに対する警護いうんですかね、防犯と

いうんですかね、柵もないというふうな防火用水がかなりあるんですけども、荒っぽ

い言い方をすれば、子供さんが歩いてころんだらすぐ入って溺れてしまうような防火

用水がたくさんあるわけなんですけども、この辺の管理は今後速やかにしていただか

ないと問題が起こってこようかと思うんですけれども、その点について、整備状況を

どのように今後お考えになっているのか。

私の原山だけじゃなくて、やはりほかの区にもそのような防火用水が多々あろうか

と思うんですけども、お金も大変かかることだと思うんですけども、やっぱり進めて

いかなければ終わりはないわけなんで、埋め立てするのか、これは残すのか、まずそ

の辺の調査等も要るかと思うんですけども、今後の検討課題について答弁をお願いし

たいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

総務課長。

○総務課長（中嶋浩喜君）

はい、お答えいたします。

現存する防火水槽でございますけれども、岡田委員ご質問にもありましたように、

遠い過去から無害の防火水槽という形で設置していただいたという経緯がございます。

それにつきましては、地元の消防という形で、区のほうで設置していただいた防火水
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槽というのが非常に多いというところは認識しておるところでございます。

現在、水利としてカウントできますのは４０トンということになります。過去につ

くられてきた小さい防火水槽は和束町内に多々現存するわけでございます。それの管

理につきましては、一応、地元の消防の部のほうで管理をお願いしておるというとこ

ろでございます。一定のその管理に係る経費につきましては、消防の部の運営経費の

中にも算定基準という形ではのせさせていただいております。十分な額ではございま

せんけれども、日々の点検につきましては、そういった形でお願いしておるというと

ころでございます。

今、委員のご指摘もありましたように、やはり無害の防火水槽が多いですので、そ

れの安全対策というのは非常に重要なことでございます。過去につきまして、一定、

そのフェンス等の設置については町のほうでやったという記憶を持っておるところで

ございますけれども、それにしても大分経過しておるというのが現状でございます。

当然、今後、耐震性の地下式の防火水槽の整備を進めていくに当たりましては、その

設置の周辺にあります、いわゆる基準外の水槽については一定用途廃止していくべき

ではないかなと思っておるところでございます。

今後、その地域の実情も踏まえまして、計画的に検討を進めてまいりたいと。

安全対策につきましては、消防団のほうで一義的にお願いするということになりま

すけれども、やはり町のほうにおきましても、一定の対策を今後検討してまいりたい

と思っております。

以上でございます。

○委員長（竹内きみ代君）

６番、岡田委員。

○６番（岡田泰正君）

そのような方向で前向きにお願いしたいと思います。

ただ、心配するのは、やはり消防団員さんがかけ持ちいうんですかね、仕事を持っ
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て、土日の形の中で活動されている方が多うございますので、一つ一つの消防の防火

用水を点検して、昔、私らやったら、順番に番号を決めて、ことしはこの防火用水を

全部洗い流して、新しい水を入れて、管理してたんですけれども、最近はそういうこ

とがされてません。水の便利のいいところは一応、水をくみ出して掃除はされて、そ

して水は補充できるからやっておられるんですけれども、補充のきかないところはほ

ったらかしですね。だから、その近辺で何か火災が起こったときには、結局は防火用

水の水槽がありながら使い物にならないと、見ていなきゃならないと、あるいは中部

消防のほうから来ていただかないと消火できないというふうな状態が見られますので、

これは地域だけじゃなくて町の安全管理というふうな形の中で、財産を守っていくと

いう一つの管理の中で、大きな懐で考えていっていただきゃならない問題だと思いま

すので、今後ひとつよろしくお願いしたいと思います。

以上です。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

そしたら、日本で美しい村連合に入っておられますね。読んだら、私、この字、よ

くわかるんですけれど、どういう考えか、和束町のほうの考え方、理念ですか、それ

を少し教えてほしいんですけれど。

担当の課長でも結構ですよ。

○委員長（竹内きみ代君）

地域力推進課長、答弁。

○地域力推進課長（吉田良明君）

日本で最も美しい村連合につきましては、全国的な観光を頑張っていっているよう

な人口６,０００人以下の規模の市町村といいますか、市の一部分ですとか、町村が

加盟しておるというところで、私のほうも今年度から担当させていただきまして、実
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際に会議等行かせていただいておる感じでいきますと、いわゆる観光、今、和束のほ

うも進めておりますが、観光でありますとか、いわゆるそういった交流といったとこ

ろで、地域おこしをしているというところで、熱心なまちが入っているというところ

でございますので、そういったところとの連携を生んでいくということがまず一番で

はないかというふうには考えておるところでございまして、本日、例えばですが、実

は伊根町のほうからも、きょうは和束茶カフェのほうに来ておられて、今後、一緒に

何かできないかということを住民同士がやっていこうという動きもございますので、

そういった形を進めていけたらなということで考えておるところでございます。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

はい、わかりました。

そういうことはそれでまずいいんですけれど、看板もかけてやっておられて、そし

て私たち行政の関係とか議会議員とか、この関係の者は、今、聞いたことでよくわか

るんですけれど、一般の方というのは、美しい村連合というたら、美しい村をつくる

んだな、まずは考えておられますよね。そうしたら、まず今、課長が言っておられた、

まず和束町の現状を見て、もっと町を簡単に美しいなと思うような考え方をするのが

一番いいと思うんですけど、そして観光とかそういうことはあとでついてくることで

あって、さきにするのはまずまちをきれいにするということでしょうね。私、そうい

うように思うんですけど、こういうような考え方はどうでしょうか。

○委員長（竹内きみ代君）

地域力推進課長、答弁。

○地域力推進課長（吉田良明君）

はい、お答えいたします。

言っていただいているとおりだと私も感じておりまして、例えば、道路から見た景
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観ですとか、そういったものもやはり草が生えてきてしまったのがなかなか清掃され

ていなかったりということもございますので、そういったことをどういった形でつく

っていけばいいのかということで、今年度予算のほうで景観の関係で今、委員会させ

ていただいておりまして、景観計画をつくって、本来であれば条例化をすぐさせてい

ただかないといけないところではあるんですが、言っていただいているように、いわ

ゆる地域の方が景観に対してどうなんだということを本気でやっていこうよというよ

うなところまでなかなか町のほうもつくれていないという実情がございますので、来

年度はできましたら区のほうにまたご協力を得ながら、地元でワークショップみたい

な形というか勉強会という形で、景観について地域の方と一緒につくっていこうとい

うのをやっていきたいなというのを考えておるところでございまして、今年度３月２

６日、土曜日の日には、原山区のほうにご協力をいただいてワークショップのほうを

させていただくということで今、考えておるところでございます。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

担当の課長のところではちょっと違うかもわからんですけど、私、去年の１０月か

１１月までは、和束町の仁丹の橋のところから湯船の奥山の滋賀県の県境までのとこ

ろの道は非常にきれいでしたわね。ということは、アルバイトの方が掃除されておら

れましたよね。それで、去年の１１月か１２月ごろからかピタッととまって、今、す

ごくごみを車からほられるんですか、それとも持ってきて置かれるんですか、それは

わからないですけれど、非常に汚いですよね。ということは、大体あそこに車からほ

かすということ自体が人間のモラルから離れていると思うんですけれど、やはりアル

バイトの方が掃除していただいた、すごくきれいになっていると思うんです。という

ことは、日本の村の美しい何とかのお題目だけ挙げておられて、そして、道端が汚い。

そして、和束の人だけじゃなくて他府県の方もたくさん走っておられると思うんです
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よね、この道ね。そしたら、汚い町やな、汚い道やなと思われるんですけれど、アル

バイトで雇われて、そして週に２回でも３回でも来ていただいてやってもらうという、

そのような考え方はないんですか。

○委員長（竹内きみ代君）

農村振興課長、答弁。

○農村振興課長（北 淳司君）

はい、お答えします。

以前ですけども、今、小西委員がお話あったように、アルバイトということで来て

いただきました。その方については体調の都合ということでやめられたんですけども、

今後、ごみですけど、特に府道等に投棄されるケースがふえております。今後そのよ

うなことのないような形でまた検討していきたいと、かように考えております。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

私、いきいきこども館とか人権ふれあいセンターとか保育所とか、いろんなところ

でアルバイトの方を使っておられますよね。そういうような方々を少なくして、そっ

ちへ回せとか、そういうことを言っているんじゃないんですよ。やはりじっと見たら

必ず余っているアルバイトの方もいらっしゃるんじゃないですか。もっと目を光らせ

て、そして、どこが多いか。そうなったら、そこの方を１人少なくしてでも来ていた

だいて美しくするのが当たり前だと思うんですけど、その辺のことをその方がちょっ

と体調が悪いからと。そしたら、そのままで黙っていたらそのまましない、ここで質

問がなかったらやらない、何も感じないということになるんじゃないですか。やる気

があるのか、やる気がないのか、３月３１日でことし終わるんですけど、来月の４月

１日からやっていくんか、それともやらないのか、このままやるのか、それとも美し

い村連合とかそんなお題目がきれいなんだけれど、あれは建前だけで本音は違うんだ
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とか、やはりはっきりしたことをいって、和束町のまちづくりというのをやっていか

ないとだめじゃないでしょうか。

どうですか、担当課長。

○委員長（竹内きみ代君）

農村振興課長、答弁。

○農村振興課長（北 淳司君）

はい、お答えします。

先ほどお話ししましたように、いわゆるごみの不法投棄等も相当ございます。そこ

ら辺の関係で、予算的なこともあるんですけども、道路の掃除ですけども、やっぱり

一人体制ではなかなか危険な状態が多々あるかと思います。二人体制とかそういう形

で定期的に清掃等も考えていきたいと、かように考えております。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

次、町長に聞きます。

町長、この連合に入っておられるんですけれど、事務局はどこにあるんですか。そ

して、この村連合は専従の職員の方は何人ぐらいいらっしゃるんですか。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

これは今、理事者が当初始まったのが美瑛町というところでありますが、美瑛町か

ら職員を出向させて、当初は美瑛町でやっておったんですが、今は東京で事務所を持

ってですね、そして美瑛町とか、また各市町村からも出向して、そして今で数名程度

の事務局を置いて今やっている。いわゆる町村の出向、それから、官庁関係からのＯ

Ｂ、そうしたところで今は事務局がつくられ、東京に今、設置されております。
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○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

町長、町村が出向で運営しているということになりますと、１年ローテーションか

２年ローテーションか、そのローテーションがわからないんですけれど、和束町にそ

のローテーションが回ってきたときに、和束町の職員の中から出してやっていけるだ

けの人員がそろっているか、その辺のことをお聞きしたいんです。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

はい、お答えいたします。

こうして出向させているところは、それなりに自分ところがそういうあり方のまち

づくりに有利だと主体的にとっておられます。今、言われましたように、和束町では

職員規模て非常に小さいものですから、なかなかそういう方法は当面はとれないと。

和束町ではなかなかとれないという今のところの考え方は具体化はしておりません。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

町長、町村の中で輪番制で順番に北からいこか。北からずっと来られて、真ん中の

京都府のとこら辺まで来たときに、和束町、次、番ですと言われたときには、やはり

皆さんのところが出しておられたら出さないわけにはいかなくなるんじゃないですか。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

そういう形で、ほかにも和束町がいろいろ加盟というんですか、おつき合いさせて
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もらっている団体が、この海洋センターなんかもＢ＆Ｇというのがあるわけなんです。

あそこもそれぞれの町村から研修を兼ねて出向させているということです。

京都府でしたら京丹波町、あそこから京都府へ１人行かれている。これはＢ＆Ｇの

海洋センターのほうですけど、そういうことで、今、言われたように、全部順番に回

っていくかという、そこの市町村の主体的な考えもありますから、やっぱりそういう

方法はこの美しい村連合もとっておられません。

そして、うちのほうから主体的に出向させて、そしてそのほうがいい勉強、また職

員研修になると、こういう判断に立てば別ですけども、先ほど申し上げましたように、

これは順番制でも輪番制にもなってない。そういう機会をつくっているだけのことで

すから、和束町は当面こういった出向をさせるという考えは持っておらないというこ

とでご理解いただきたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

町長、それは私、本当にいいと思います。１人の職員の方が東京まで事務局があれ

ば、非常にすごい人件費がかかりますよね。だから、当たらないように見張っている

んです。多分当たるようになると思いますけどね、そのときに私と町長がここで座っ

て、こうしてやれるかやれないかわからないですけれど、当たらないように願ってい

ます、あと何十年先か何年先か知らないですけれども。

次に、岡本委員が人口問題で言っておられましたけれど、４,３００人というのは、

この前に全員協議会があって、町長、私はちょっと多く見積もり過ぎているんじゃな

いですかと。そして、余りこんなところで発言したらだめな言葉も言わせていただき

ました。ですから、まず、これは目標であって、こうなったらいいなというようにお

思いかどうかということを言って、そしてやっていかないと、これに余り固執し過ぎ

て、「４,３００」「４,３００」と言っておられたら、４,３００なんて、町長、ま
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たこんな失礼なことを言ったらだめなんですけど、夢のまた夢の話ですよね。まず、

来ていただいて、そして募集の仕方もたくさんあるんでしょう。教育もただです、医

療費もただです、住むところも全部提供しますと言ったら、来ていただくこともある

と思います。でも、現実的にそういうことは不可能ですよね。

そして、また年寄りの方に来ていただいて、そして住んでいただいても税収にはな

らないですよね、こんな失礼なことを言ったらだめですけども、だから本当にこの

４,３００とか、その目標値はすごく私、いいと思うんですけれど、やはりさらっと

流すような気持ちでやっていって、そして努力だけして、そして人口が流失するのが

少なくなったとそういうふうにして満足したらだめですけども、安堵する。そして、

町民の方に、人口はどうしてふやしていったらいいかと。お子さんがどうしてたくさ

んふえたらいいとか、今、住んでおられる方が、もうあと１人でも２人でも子供を産

んで、そして和束町の小学校に行かせて、中学校に行かせて、そして高等学校は外に

出るけれど、ここは木津しかありませんけれど、やはりそこまで行って教育受けさせ

て、そして和束町に帰って地場産業のお茶ですよね、それしかありませんわね、うち

はね。地場産業のお茶を継いでいただいて、そして各事業所があるところは、そこの

事業所は、あと、お父さんの仕事を継いでもらって和束町をもり立てていく、そうい

うような教育とかいろんなことをしてもらって、それに子供さんに特化して支援して

いったらいいんじゃないですか。

外から呼んで、そして外から来ていただいて、私、それはなかなか無理だと思いま

すけどね、一回ちょっとゆっくり方向転換せいと言っているんじゃないですけど、も

一度考え直すときを持ってやっていかないと私はだめだと思いますね。４,３００人

なんて本当に私、無理だと思いますよ。

こんなことを言って町長の施策の考えておられるのと反対しているんじゃないんで

すけれども、無理無理そのようなことばっかり言っていたら、今、言っている岡本委

員の質問にこういうような判断に出てきた。何で４,３００という数字が出てくると、
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こうなりますからね、私は絶対４,３００が目標値だという、そんなむちゃなこと、

これはだめだということを言っているんじゃないんですけれども、やはりここにいる

１０人の議員みんな言うか言わないかで心配しておられるんじゃないんですか。

５年に１回の国勢調査のときに、また３５０から４００なくなって、また、もうあ

とその５年先の国勢調査で３００そのぐらい減ったら、やはり３,５００近くになっ

て、そのときに４,３００という数字になったら、町長、１,０００人も違うじゃない

かとなると思うんですよ。だから、その辺、もう少し考えて数字というのは設定した

ほうがいいと思いますが。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

今の小西委員からのご質問にお答えさせていただきたいと思います。

基本的には、今、言われたように、目標というのか、そういう方向に進めてまちづ

くりしていくというのはあるわけなんですが、それは私も同じ方向で定めて、人口ビ

ジョンを定めて、そして戦略を立てていくと。そして、１年ごとの２８年度の予算を

立てていると、こういうことであります。

今回はそれで総合戦略と総合計画とが一緒になってきていると、こういうようにご

理解いただいて、ある企業のトップの方の話で、私は、口癖のようにその人の話が頭

から離れません。会社がきちっとやっていかれる方は年輪経営だと言われました。年

輪が一つ一つ大きくなるように、これより大きくなってしまったら、これで目標が達

成できたらそれでしまいじゃなしに、そうじゃない。じわじわといく。

そして、そのように言うならば、行政も同じように年輪行政だと言われました。そ

ういうことは方向として和束町のまちづくりはいかにあるべきかということをこつこ

つときっちりと仕上げていく、そのことが大事だというように私は思っております。

和束町の今、小西委員が言われたように、お茶のまちとかいろいろ言われましたで
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すけども、美しい村も出ました。そして、和束町には住民が誇れるものがたくさんあ

るわけですから、これを大事にしながら、これをアピールし、こうして私たち住んで

いる住民の誇りになるならば、この町はきっと間違いないと私は信じております。そ

ういう方向で今、和束町の予算も立てさせていただいて、焦らず、きっちり、がっち

りと進んでいくことが大事。

その特徴が行政だけでやるもんじゃないと私は思っております。総合計画の大きな

和束町の特徴は、住民との協働です。そして、和束町の住民だけでまちづくりせんと

こと。やっぱり和束町はいいまちだねと思う人も全部入ってきていただく。交流を深

める。交流と協働が大きな特徴になっております。それを私は進めていくべきだと思

っています。

当面、大きく人口が減ると大変だというのは、職員規模が変わったり、行政の内容

が変わったりしますもんですから、それはちょっと大変だなということがありますの

で、当面はこれを何とかしたいという気持ちはありますが、やはり何年先は和束町は、

私は正直なところ、滅びてしまうとか、町がなくなるなんて絶対ということは、私は

絶対をつけてもいいと思うんです。あり得ないというように信じております。

そういうことで、今、小西委員が言われたように、焦らず、きちっと方向性を間違

えないことが大事。それともう一つは、そういうように、住民みんなが、先ほども出

ておりましたように、美しい村連合に入ったら、この町は美しいと住民が全部認識す

るような運動にならないと、なかなか協働にはなりません。だから、できるところか

ら運動に盛り上がっていこうということで今やっております。そういうことが今、和

束町の大きな特色であろうと思います。

町外で和束町のまちづくりを耳にしていただいたら、そういう頑張りを住民の人が

皆やってくれているわけであります。それを支えていきたいなと、このように思って

おりますので、くどいようですけども、年輪行政だと思っておりますので、そういう

中で、例えば、和束町は４,３００に人口が達成したら、こんで目標達成だねと、そ



― 101 ―

んなことは絶対なり得ない。もう次の段階、次の段階へ行かなきゃなりませんから、

これは一つの考え方であると、このようにご理解いただきたい。

当然、今、小西委員が言われたとおり、私もまるっきり同感だという理解に立って

おるということだけお答えしたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

８番、小西委員。

○８番（小西 啓君）

いろんな施策やっておられて、そして、それには私、ないところから、よくこれだ

け持ちこたえて、そして会社に例えたら経営されているなというような感じで見てお

りますが、やはりばらまきされて、そして行き詰まるより、やはり５年先、１０年先

を見据えた和束町を育てていってもらって、そして１年１年、この３月には１年の予

算を発表されるんですから、やはり毎回毎回同じようなところに同じように予算をつ

けているんじゃなくて、やはり先を見据えた予算の配分、そして時代に合うた配分を

していただいて、和束町の経営をやっていただきたいと思います。

○委員長（竹内きみ代君）

町長、答弁。

○町長（堀 忠雄君）

今のご質問であるわけなんですが、もう一つ、和束町の職員がこの予算で頑張って

くれているところの特徴を申し上げたいと思います。

もうご案内のとおり、日本中が、今、銀行へ預けたら手数料を払わなきゃならんと

いう、ゼロどころかマイナスの利子が言われております。こうした非常に利子の安い

ときに公共施設とかやらなきゃやらんところはやっていこうという姿勢で今やってく

れています。

そういう意味で、新聞等でご案内のとおり、和束町の財政状況の大きな特徴が出て

いたと思います。いわゆる経常収支比率というのは、和束町は京都府下でも、下から
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１番でも２番でも３番でもありません。経常収支比率というのは非常に頑張ってくれ

ております。

しかし、今、申し上げましたように、きょうも起債の発行というのはことしちょっ

と上がりましたが、この利子の安いときにはやれることはやってということでありま

すから、公債比率というのは厳しい状況にある。しかし、将来の負担率を考えたかて、

まだまだ大丈夫ですから、この話が府とかで協議が整う範囲は進めていこうというこ

とで、今、一生懸命やってくれております。それがこの予算の大きな特色であると思

います。

だから、皆さんの手元に起債残高、去年までは落ちましたけども、ことし少しふえ

つつ出てきましたが、据え置きに見たかて、公債比率というのはこれから少し厳しい

状況にありますが、経常収支比率に十分頭を入れながら、計算できた公債比率の中で

進めていこうと、こういう特色を持っておることをひとつご理解いただいて、将来を

見越して、経済も見越してやっているということだけ、質問にもなかったもんですか

ら、私のほうからいろいろと職員は頑張ってくれているというところをちょっとご披

露させていただきたいと思います。それで答弁とします。

○委員長（竹内きみ代君）

質疑の途中ではありますが、本日の予算特別委員会はこれくらいにとどめ、延会し

たいと思います。

なお、次回の予算特別委員会は、明後日１７日午前９時３０分より本議場で開会い

たしますので、ご参集願います。

本日はご苦労さまでした。

午後 ４時０７分 延会
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平成 ２８ 年 ５ 月 １６ 日

予算特別委員会委員長 竹 内 きみ代


